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シナダレスズメガヤが定着した礫洲における砂泥の

堆積と植生との関係

佐藤恭子*

Fine sedilnents and vegetation in shingle bar colonized

with E昭 『りsrlis c材印冴筋 (ScHRAD.)NEES

Kyoko SATO*

はじめに

河川の中流域に発達する礫洲 (丸石河原)は 、貧栄養、乾燥というス トレスが多い場所である。それに適応

して生育する代表的な植物が、名前に
“
カワラ

"を
冠 した植物 (以下、河原植物と呼ぶ)で ある (石川 1988、

倉本ら 1998、 奥田 1996)。 礫洲の厳 しい環境は競争種の侵入を妨げ、そのため比較的高い種多様性が保た

れてきた (鷲谷 ・矢原 1996)。 しかし、各地から報告されているように (倉本ら 1996、 中坪 1997、 李ら

1998)、近年植生の変化が著しい。本研究の調査地でも礫洲の 1/4程 度がイネ科帰化植物のシナダレスズメ

ガヤに覆われている状態である。

シナグレスズメガヤが繁茂している群落の内部を観察 してみると一部には河原植物の生育が確認でき、植物

の種構成は均一ではない。礫洲は平均粒径 10 cm程度の礫から成っているが、その表層に堆積する砂泥の状態

は様々である。堆積が少なく浮き石 (竹内ら 1995)に 近いところから、厚い堆積物に礫が隠されているとこ

ろまでみられる。河原植物は大きい礫のすき間に深い根を張り植物体を固定し、養水分を吸収 している。礫と

礫の間隙に堆積物が全く無ければ植物が生育することは不可能であるから、堆積物は植物にとつて必要なもの

といえる。しかし砂泥の堆積が増加すると、水分や栄養という立地環境が変化 し、競争種の侵入が拡大する可

能性がある。これは競争に弱い河原植物 (鷲谷ら 1996)の 衰退と植生の均質化につながる。

本研究の目的は礫の間隙の砂泥の堆積がもたらす植生の変化を明らかにし、河原植物の生育が可能な土壌状

態を予測することである。河原の表層堆積物 と生物の関係については多くの研究がなされてお り、倉本ら

(1993)と石川 (1988)は表層堆積物の粒径を分類の基準に植物の分布特性を示 している。李ら (1998)は河

原の植生繁茂 ・樹林化と立地条件に明確な相関性を認め、その条件の一つに表層細粒土の厚さをあげている。

竹内ら (1995)は水生昆虫の棲み場所の解析に堆積物の空間構造を用いている。本研究では礫洲の中のシナダ

レスズメガヤが優占する区域という限られた範囲内での調査という点から、礫とその上に堆積する砂泥の質は

同一との前提にたち、土壌状態を見分ける基準として、砂泥の堆積によつてどのくらい礫が被われているかに

着目した。土壌状態と植生の調査については、シナダレスズメガヤの生育環境内に、水面からの比高と微地形

が等しい方形区をできるだけ多くとる必要があると考え、流水方向に平行にベル トトランセク トを設定 した。

調査地 と調査方法

調査地は神奈川県厚木市中依知の礫洲である。神奈川県の中央を南北に流れる相模川の河日から19 kmの地

点で、中流域の右岸にあたる (図1)。

*自 然保護センターフィール ドスタッフ
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(1)1997年 9月 に堤防基部から流水面まで、川の流れと直交するように幅 l lnのベル トトランセク トを設定

した (図1)。地形の変曲点ごとに流水面との比高を水準測量によつて測量し、河原の横断面図を作成 した。

また、トランセク トを lmご とに分割 した方形区に出現する植物の全種名と被度 (0、 十、5～ 100%ま で

5%ご と)を 記録 した。

(2)1997年 10月に、川の流れに平行なベル トトランセク トを2本 設定した。これは川の岸部における群落の

配置が流水方向にほぼ平行に発達する (奥田 1996)た めである。まず、(1)の調査で判明したシナダレスズ

メガヤの生育範囲のうち、カワラハハコ刀″?乃α′な″argaガrac夕αッα ノgあ夕裕おも生えていた方形区を通る

ように幅 lmの ベル トトランセク トを設けた。次に、そこから40m流 水面よりのシナダレスズメガヤ優占

地中央に2本 目のベル トトランセク トを設定した (図1)。

トランセク トを lmご とに分割 し、それを一辺とした lm× lmの 方形区に出現する植物の全種名 と被度

(0、 十、5～ 100%ま で 5%ご と)と 土壌状態を記録 した。土壌状態は探の間隙の砂泥の堆積の程度によ

り5段 階に分けた (図2)。

解析に用いた数値の算出法は次の通 りである。

・平均被度 (%)=土 壌状態Aに 出現 した植物 aの 合計被度/土 壌状態Aの 方形区数X100

・植物の相互関係 (どの植物とどの植物の結び付きが強いか)を 、方形区内で同時に出現する頻度から

求めるため、 JC係 数 (Mueller_Dombois&Ellenberg 1974)を 用いた。

JC係 数=植 物 aと bが 同時に出現した方形区数/(aの み出現した方形区数十bの み出現 した方形

区数十aと bが 同時に出現 した方形区数)

・方形区あたりの種数=土 壌状態Aに 出現 したのべ種数/土 壌状態Aの 方形区数

結  果

(1)測 量によつて得られた河原の横断面図は図3の ようである。堤防から川面までの幅は316mで 高低差は6.8

mで あつた。出現植物 85種 のうち、広範囲に出現 した植物 3種 (シナダレスズメガヤ、ヨモギZrrを確,s,α

ノメ筋Cり 、オオフタバムグラD協 脇 `etts)と カワラと名のつく3種 について生育分布図を示 した (図3)。

最も広範囲に生育していたのがヨモギである。シナダレスズメガヤは160方形区にみられ、カワラハハコの

生育していたすべての方形区に出現していた。カワラハハヨの出現方形区内の平均被度はカワラハハヨの13

%に 対 しシナダレスズメガヤが360/oと2.8倍 になっていた。

121 川面から160mと 120mの 地点を通り、川の流れに平行に設けたベル トトランセク トで、532方形区の植

生調査を行なった。土壌状態別方形区数は表 1の通 りである。記録された50種 の植物のうち、出現方形区

数上位 12種 を解析の対象とした (表1)。

12種について、砂泥堆積に対する平均被度の変化を示 したのが図4で ある。そのパターンは大きく4つに

分類できる。①礫の間隙に砂泥堆積のほとんどないところではほとんど生育せず、砂泥堆積に伴つて被度が

増加する型 [シナダレスズメガヤ、ヘラオオバヨPra″ragθ ra″ccθttra、メ ドハギ五2sP功レac″″α!α]、②①

とは反対に砂泥堆積と共に減少する型 [ヨセンダングサBideパノ施M]、 ③特定の土壌状態で被度のピーク

をもつ型 [カワラハハコ、カワラヨモギガ′rc″村α″ダ′あ備、オ トコヨモギ′rrc解おルJi2PO″たα、オオフタバ

ムグラ、テ リハノイバラRοsa ttc力″メα筋″α、マルバヤハズソウて″″″2rOザα sr″″′αCCa]、 ④どのような土

壌状態でも平均 して生育する型 [ヨモギ、ノイバラRθsα″″ルメγα]で ある。シナダレスズメガヤは土壌

状態 Iで被度が低いものの工～Vで は圧倒的に被度が高く、調査地での優位性を示している。カワラハハコ、

カフラヨモギはともに上壌状態工で最高平均被度を示 した。

12種の JC係 数 (表2)に よると、非常に強い結び付きを示 した (」C係 数 0,45以 上)の はシナダレス

ズメガヤ⇔オオフタバムグラ、カワラハハヨ⇔カワラヨモギ、シナダレスズメガヤ⇔ヨモギ、オオフタバム

グラ⇔ヨモギであった。また、シナダレスズメガヤはカワラハハコ、カフラヨモギとの係数も高い (同0。3
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以上)。

砂泥堆積の程度と出現植物の種数の変化は図5である。上壌状態が I～ Illまで砂泥堆積が増加するにつれ、

出現した種数、方形区あたりの種数も共に増加 した (出現種数 :20～ 36、方形区あたりの種数 :1.6～ 5.7)。

土壌状態III、rvではほぼ同値 (出現種数 :III=36、 IV=35、 方形区あたりの種数 :III=5.7、IV=5.7)で 、

Vで 減少 した (同23、4.5)。

考  察

河原の横断面の微地形と植生とには密接な関係があることを加藤 ら (1993)、倉本ら (1996)が 報告 してい

る。本調査地の河原植物の分布は倉本ら (1996)の微地形分類基準によると、冠水することのある低地の平坦

面 (中水地)に 限られてお り (図3)、他の3種 より狭くなつている。しかもシナダレスズメガヤやヨモギの

ように連続 して出現 しているわけではなく、小さい群落が散在 している状態である。河原植物が生育している

のが中水地の中でもどのような立地条件にあるのかは、流水方向に平行な トランセクトで出現した方形区の上

壌状態と被度とを対応させることから読み取ることができる (図4)。

礫の間隙の砂泥の堆積の程度と平均被度との関係は植物ごとに特徴があつた。シナダレスズメガヤとコセン

ダングサは共に河原へ侵入 した帰化植物であるが、全く逆のパターンを示 した。」C係 数も低い (0.11)こ と

から (表2)、 両者は競合することが少ない。コセンダングサと結び付きの強い植物はヨモギ (0.22)以 外に

ないが、シナダレスズメガヤはヨセンダングサ以外の植物すべてと0。2以上の結び付きを示 している。すなわ

ち、調査地の中でも砂泥堆積の多い場所にはシナダレスズメガヤが優占し、その区域にはコセンダングサ以外

の11種が共に生育 し、堆積の少ないところにはコセンダングサが生えるという棲み分けがされているのであ

る。ヨモギは広範囲には出現しているが、特定の植物 との結び付きがつよいということはなく、倉本ら(1993)

のいう、水面からの比高、土壌の質の両面から広い範囲に生育する種であろう。

砂泥の堆積から受ける影響の最も大きいのは、種ごとに生育に適した土壌状態に被度のピークをもつ種であ

る。中でもカワラハハコ、カワラヨモギ、オ トコヨモギは適応する土壊状態が工、皿に限定され、土壌状態 I、

IV、Vで はほとんど生育していない。植生調査に出現 した河原植物のうち、方形区数が少なく解析の対象には

ならなかったものはカフラナデシヨ (出現方形区数 23)、カワラサイコ (同8)、 カフラニガナ (同6)、 ヒロ

ハノカワラサイコ (同3)で あった。カワラナデシヨは土壌状態正、III、カワラサイコ、ヒロハノカワラサイ

コはIIIを中心に出現 し、カワヲハハコやカワラヨモギと同じ生育パターンであつたが、カワラニガナはより砂

泥堆積の少ない場所を好んだ (Iが 4区 、正が 1区 、IIIが1区 )。

オオフタバムグラはピークが土壌状態IVにあり、河原植物のように生育範囲が限定される種のようにみえる

が、Vで も平均被度が 3%あ り、どのような土壌状態でも広範囲に高被度で生育できるタイプであると考えら

れる。土壌状態Ⅱではカワラハハヨ、カワラヨモギと平均被度がほぼ等 しく、回ではカフラハハヨの2倍 、カ

ワラヨモギの3倍 になってお り、カワラハハコとカワラヨモギとの JC係 数も高い。シナダレスズメガヤ、オ

オフタバムグラの 2種 の帰化植物は河原植物の生育範囲に侵入 している植物の中でも影響の大きい種といえる。

以上のことから、河原植物は礫洲の中でも土壌状態 Ⅱ、IIIという、礫の問隙が砂泥に埋っていても礫そのも

のが砂泥で隠れてしまうことはないような土壌状態に生育分布の中心をもつが、そのような立地環境にはシナ

ダレスズメガヤやオオフタバムグラといつた帰化植物が侵入 していることが多く、決して河原植物だけが生育

する場所ではないことがわかる。横断方向の植生調査でもカワラハハコが生育するすべての方形区にシナダレ

スズメガヤが出現 し、平均被度も上回つていることから、上記の結果は河原植物をとりまく礫洲全体でみられ

る現状を示唆するものといえよう。

土壌状態III、Ⅳでは出現種数と1方 形区あたりの種数の値に差がなかったが (図5)、 土壌状態IVで河原植

物の平均被度は激減 している。このことは土壌状態ItlからⅣへと砂泥堆積が増加することで種構成が大きく変

化 したことを示すものである。砂泥堆積の増加により河原植物がメ ドハギやヘラオオバヨという広域に生育で
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きる植物に置き換えられるためで、河原における河原固有の種の多様性が低下することと対応 している。

シナダレスズメガヤはウィーピングラブグラスの呼び名で道路の法面の急速緑化のために利用された結果、

多量に生産される種子は周辺に広く散布され、河原にも野生化するようになつた。その名のごとく細長い葉が

しなだれて、若い苗は弱々しい印象を与える。 しかし成長すると安定した大株を形成 し、株の根元直径は30

cm以上、株の広がりと草丈は共に lmを 超える。そして 6月 から10月まで長く開花結実を続ける(佐藤 1997)。

中坪 (1997)は河原のシナダレスズメガヤの株の下流側に砂の堆積ができ、立地環境を改変させることを報告

している。強い繁殖力と速い成長とで現在被度が低い区画でもシナダレスズメガヤの植被が密になり、河原植

物に適 した土壌状態がさらに減少する可能性が大きい。

本研究により、河原植物が生育できるか否かの境界は土壌状態回～IVにあると推測されることが判明した。

河原の現状を把握 し、植生の変化の予防策を考える上で、礫の問隙の砂泥堆積の程度は目安になるものと考え

られる。
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厚木市中依知の相模川の礫洲において、礫の間隙の砂泥堆積の程度を5段 階に分けて、土壌状態と植生の関

係について調べた。カワラハハコなどの河原植物は、礫の間隙が砂泥に埋つてしまつても礫そのものは砂泥で

隠れてしまうことがないという、特定の土壌状態に生育分布の中心を持つていることがわかった。しかし、そ

のような場所にはシナダレスズメガヤやオオフタバムグラなどの帰化植物も共に生育し、その被度は河原植物

よりも高くなつている。砂泥の堆積の増加は植物の種構成を変化させ、河原植物の種の多様性の低下につなが

るものと考えられる。
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土壌状態 I

礫の間隙に上砂堆積がほとんどない

土壊状態 Ⅱ

礫の間隙の1/2に土砂が体積

土壊状態Ill

上砂が堆積 して礫の間隙はないが、礫は隠れて

いない

土壊状態IV

土砂堆積で礫の一
部が被われている

土壊状態V

土砂堆積で蝶がほとんど被われている

ト
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図2 土 壊状態の分類
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表 1 主 要 12種 の出現方形区数

出現方形区数

土 壊 状 態

‖  1 1 l   l V   V

1 シナタ
・
レスス

・
,力

・
ヤ

2 ヨモキ
・

3材 フタハ
・
ムク

'ラ

4カワラ′ヽアヽコ

5 カワラヨモキ
・

6 コセンタ
'ン

ク
・
サ

7 ヘラオオハ
・
コ

8ノイハ
'ラ

9マル′▼ヤハス
マ
ッゥ

10メドハキ
・

11 オトコヨモキ
'

12テリ,ブヽイハ
ヤ
ラ

383

296

274

158

149

143

122

119

114

101

100

99

5  65  111

16  50  62

1   35  94

1   46  78

6   57  63

62  33  24

0  10  31

10  25  27

1   8   28

0  13  23

1   18  43

1   20  36

141 61

119 49

120 24

32   1

23   0

16   8

58  23

36  21

64  13

47  18

33   5

34   8

13 ヘクソカス
・
ラ

14ス スキ

71

4 3

方形区の総数 523

表 2 主 要 12種 の」C係 数

79 101 128 152 63

1

1 オオフタハ
・
ムク

rラ
ネ 2

2 オトヨヨモキ
f

0.23 米 3

3 カワラハ′ヽコ 0.32 0.23 * 4

4 カヮラ]モキ 0.28 0ゥ21 0.49 * 5

5 コセンタ
rン

ク
や
サ 0.10 0.02 0,05 0.06 * 6

6 シナタ
イ
レスス

・
メカ
・
ヤ 0.62 0.21 0.35 0.32 0`11 * 7

7テ リハ/イハ
・
ラ 0.21 0.18 0.24 0.20 0,02 0.23 * 8

8 ノイハ
・
ラ 0.18 0.12 0.11 0.15 0.14 0.21 0.04 * 9

9ヘ ラオオハ コ 0.34 0.07 0.10 0.05 0.06 0.29 0 , 1 1 0.09 ネ 10

10 0.33 0,08 0.10 0.09 0.08 0.26 0.12 0.08 0,28 *

11メ ト
・
ハキ

ヤ
0.24 0.14 0.07 0.05 0。10 0.22 0.18 0.08 0.28 0.12 * 12

12 0,46 0.11 0,17 0.15 0.22 0.58 0.15 0`21 0.30 0.25 0.27 ネ



神奈川県立自然保護センター報告第16号

神奈川県立自然保護センター野外施設に

生息する十脚甲殻類について

一寸木肇*

Note on Crllstacean Decapods in dhe Kanagawa Prefectural

Nature Consettation Center(Nanasawa,Atsugi― city)

Httime cHOKKI*

はじめに

神奈川県立自然保護センター野外施設内に生息する十脚甲殻類の調査を行つた。調査対象とした地域は、野

外施設内の池沼 ・水路などの水域およびそのまわりの陸域である。本調査は、野外施設における水生生物の生

活環境の保全を計るための基礎資料を得ることを目的として、自然保護センターの委託を受けて実施 した。本

調査の結果が、当施設の今後の指針に役立てば幸いである。

調査方法

1調 査 地

神奈川県厚木市七沢にある県立自然保護センターの野外施設は、丹沢山塊の東山麓に位置し、谷戸の水口及

び耕作放棄地、斜面の雑木林、植林地、台地上の畑地等約4.7haを買収 し、自然観察の場として整備されてい

る。谷戸田の跡地を利用 しているため、西の谷戸 (たたら沢)か ら2本 の水路が流入 し、野鳥の森の谷戸から

も1本 の水路が流入 している。この西の谷戸からの水路は、ホタルの里の上方で合流 し、昆虫の森北側の林縁

を東に流下している。そして、この水路は、厚木市久保屋敷付近で相模川水系の玉川の上流日向川に合流 して

いる。なお、野鳥の森からの水路は、主にホタルの里やさらに下方にある水鳥の池や湿性植物園などの池沼の

水源となつている (図1)。

今回の調査は、野外施設内の水域、すなわち前述の水路と谷戸田を再整備 した池沼を中心に行つたが、その

まわりの陸域も調査地域とした。

2 調 査期間

調査の期日は、1997年 10月から1998年 3月 である。野外調査については、日時と気温 ・水温を記した。

1997年10月25日 (晴 れ)    13:00～  気 温23℃ 水 温10℃ (たたら沢)

11月3日  (晴 れ)    9:00～  気 温15℃ 水 温 9℃ (池沼)

16日 (曇 り)    10:00～  気 温14℃ 水 温12℃ (たたら沢)

24日 (晴 れ時々曇 り)9:45～  気 温 9℃ 水 温 9℃ (たたら沢)

12月7日  (晴 れ)    9:45～  気 温13℃ 水 温 9℃ (たたら沢)

1998年 2月 11日 (晴 れ)

幸い 11月 の気温や水温は例年より高めだったので、調査は可能だつたが、種類によつては、越冬のため動

*日 本甲殻類学会 The carcinological Society of Japan
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きがにぶくなったり、石の下や穴にもぐり込んでしまったものがある。したがつて、今後季節を変えて調査す

る必要がある。

3 調 査方法

陸水性の甲殻類は、水中生活のみのものだけでなく、陸域に生息するものもいる。そこで、池沼、湿地およ

び水路では、水域を歩き、たも網を使つて甲殻類を採取 し、記録 した。また、陸域については、石や倒木、落

薬の下などをはじめ、地面に掘られた巣穴を確認 して記録 した。なお、生息している甲殻類は、同定のために

小数採取 し、写真記録及び 5%中 性ホルマ リンまたは70%エ チルアルコールで保存 した。

結果と考察

1 生 息が確認できた十脚甲殻類

調査により生思が確認できた十脚甲殻類 (エビ・カエの仲間)は 、次の3科 3種 であつた。さらに聞き取 り

により、かつて確認された 1科 1種 についても、併せて報告する。なお、種名と科の配万Uについては、エビ類

は三宅 (1991)に、カニ類については酒井 (1976)に準拠 している。

甲殻上綱 Crustacea

軟 甲 綱 Mala c o s t t a c a

十 脚 目 (エビロ)Decapoda

抱卵亜目 Pleocyemata

コエビ下目 Caridea

ヌマエビ科 Atyidae

ヌカエビ Pttαゥα cθ甲 岱Sa″ 拘ツなα

ザ リガニ下目 Astacidea

アメリカザリガニ科 Cambaridae

アメリカザリガニ P/ocα″bar2rs(挽 ?″"c″″bar術)冴 餅筋

短尾下目 (カニ類)Brachyura

サフガニ科 Potamidae

サワガニ C夕θ筋夕rPヵ郷α姥乃αttj

イワガニ科 Grapttdae

(モクズガニ Edocher japonicus)

2 種 別に見た生息状況

ヌカエビ Pα″αヮα cθ叫雅料α″〃伊おα (写真 1)

野外施設内の各池沼に生息しているのが確認できた。どの池沼でも水の落とし日の溜 りに多く見られた (写

真 2a。 2b)。 また、水路には、Y4地 点とY2地 点の中間に池沼からの排水管が設置されている。この地点

より下には、ヌカエビが見られたが、ここより上の水路からは発見されなかった。したがって、ヌカエビは池

沼から流れ出てきたことが想像できる。このことから本種は当施設内にもとから生息していたのではなく、な

んらかのきっかけで当施設内の池沼に移入された可能性が極めて高い。

なお、本種は陸封型であるため、当野外施設内で繁殖 していると考えられる。

アメリカザリガニ Pr9cα″う″ァが (Sc?″′,c物肋 な)crarた,,(写 真 3)

野外施設の各池沼および水路に生息している。体長 5 cmに満たない個体が多く、稚エビも見られた。(写真4)

しかし、水辺に穴を開け、その中に生息している成体も確認できた (写真 5・ 6)。 各サイズの個体が確認
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できたことから、本種は当施設内で繁殖 していることがわかる。

川村 ・森尻 (1993)は、本種がたたら沢において 1990年より確認されたことから、利用者によつて持ち込

まれたと結論付けている。

サワガニ C夕θ筋タタカ郷α ttθ力ααガ (写真 7)

たたら沢およびその支流に生息している。本種は県内に広く分布し、地域による体色変異があり、県内では

灰青色型と黒褐色型が見られる。
一寸木 (1976)は、伊勢原市日向薬師で黒褐色型と灰青色型の混棲を確認 し

ている。鈴木 (1992)も同様に日向薬師より上流の日向川支流で混棲地域を見い出している。本施設のものは、

灰青色型のものであり、ときどき見 うけられる褐色を帯びた個体も、丹沢などに見られる黒褐色型のものとは

違い、基本的に灰青色型である。筆者は、以前、七沢地区でサワガニを採取したことがあつたが、その個体は

当地と同様の灰青色型であつた。

一方、たたら沢およびその支流では、石や倒木の下に生息しているものと、関東ローム層の露頭に穴居 して

いるものがある。特に支流の源流部では、穴居しているものが多い。(写真 8)

本種は、その体色と生息状況から野外施設ができる以前より当地に生思していたと考えられる。

(モクズガニ E″,οcみ2/ブ?οがC″ざ)

今回の調査では、確認できなかつたが、かつてセンターに在職されていた金田平氏ならびに川村優子氏から、

たたら沢で確認 したことがあるとの話を聞くことができた。

本種は陸水域ではもつとも大きなカニで、成体は甲長 56 mm、甲幅61 mmほどある。河日から上流域や水日、

湖沼に生息するが、秋には交尾産卵のため河日周辺に下りることが知られている両側回遊種である。今後、当

施設内で再び確認される可能性は十分にある。

なお、今回の報告では、調査が不十分で取 り上げなかったが、各池沼からミズムシ泌sc″″sカィ採″あげ′が採

取された。また、ヒメフナムシLど″″秘ブ?θガC材″が沢沿いの落業の下に生息しているのが確認できた。これ

ら等脚 目Isopodaの仲間については、今後改めて調査 し、報告 したいと考えている。

3 自 然保護センターでの甲殻類の生息環境保全について

川村 ・森尻 (1993)によれば、当センター野外施設は、谷戸日とそのまわりの雑木林などを整備 したもので、

基本的には、沢の水を保全 ・利用し、谷戸の立地をそのまま活かすという考え方で整備がすすめられてきた。

そのことを裏付けするように、たたら沢およびその支流周辺で見られるサワガニは、その体色からもともと生

息していたと考えられる。また、水路にはホ トケ ドジョウが見られることから、その水質は、かなりきれいで

サワガニの生思には、申し分ない。ホ トケ ドジョウもサワガニも環境の指標種としてよく知られているので、

今後もその生思が保たれるように管理 していく必要がある。そのためには、水源部の確保と生思域の現状維持

が望まれる。

沢にはいくつかの堰堤が見られるが、それ以外の法面や底面は、関東ローム層と呼ばれる火山灰層でできて

いる。そして表面は落葉のために腐葉土となつてお り、サワガニが穴を掘つて生息するのに適 している。なお、

巣穴は、地面に対 し垂直の場合もあるが、地面に沿つて横に2～ 5m続 くことが多い。したがって、今後も沢

の法面はコンクリー トなどで固めず、現状のままのほうが、サワガニをはじめヒメフナムシのような陸生の等

脚甲殻類の生息にとつてたいへん都合がよい。安全面などどうしても法面の強化が必要な場合は、部分的に玉

石などを積み、目地は埋めずに問隙を保障した多子L質空間を設ける必要がある。サワガニは、産卵期や越冬期

に水辺を離れて地中で生活するので、法面の保全には十分に配慮 しなければならない。

当施設の池沼は谷戸田を掘 り下げて整備 したもので、川村 ・森尻 (1993)によれば、1990年にアメリカザ
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リガニの生息を確認 している。そして、本種が利用者によって持ち込まれたとしている。もともとアメリカザ

リガニは、1927年に鎌倉市に持ち込まれたとされ、その後、たいへんな勢いで日本全上にその分布を広げた。

当施設の池や湿地は、生息するのに最適な環境であり、一時急増 したと言われる。また、サワガニが生息する

環境にも適応 し、県内でも混棲 している場所が見られるが、当施設のたたら沢でも同様にサワガニとの混棲が

認められた。巣穴を比べると、サフガニより横幅が大きいが、奥行きは、それほどでもない。

なお、アメリカザリガニの成体はサワガニと競合 し、駆逐 してしまう可能性を持つている。したがつてたた

ら沢への侵入は好ましくない。また、小魚やヌカエビヘの影響もあるので、成体については、その生息域や生

息個体数を制限する必要がある。

ヌカエビは、前述 したように、他地域からの移入と考えられる。しかし、ヌマエビとともに日本固有種であ

ること、そして陸封型であることから当施設で繁殖できるように今後も配慮 していく必要がある。今回の調査

では、コイ、ブルーギルの生息を確認 した。肉食性または雑食性の魚類については、持ち込まないようにする

とともに、その駆除についても検討する必要があるだろう。

これらのことから、確認された十脚甲殻類にとつての当施設の維持管理は、当センター設立当時の 「こまめ

にその都度小さく直す」という方法が最良ではないかと考える。

要  約

1 神 奈川県立自然保護センターの野外施設の水系及びその周辺から4科 4種 の十脚甲殻類を記録 した。

2 野 外施設の水系に生息するサワガニ ・モクズガニは自然分布種と考えられる。

3 野 外施設の水系に生息する十脚甲殻類のうち、県外から持ち込まれた種はアメリカザ リガニが確認され、

県内の他の地域から移入された種 としてヌカエビが確認できた。
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写真 1 ヌ カエビ

b

写真2 a・ bと もヌカエビが多く見られる水の落とし回
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写真 3 ア メリカザリガニ (成体)
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写真4 ア メリカザリガニ (幼体)
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写真 5 巣 穴に潜むアメリカザリガニ

写真 6 ア メリカザリガニの巣穴



写真 7 サ ワガニ (灰青色型)

写真 8 サ ヮガニの巣穴
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Notes on the Birds in the Kanagawa Prefectural

Nature Consettatlon Center(2)

Yoshikazu HAYAMA*

はじめに

神奈川県立自然保護センター敷地内の谷戸を中心とした野外施設では、鳥類に関する鳥相および個体群調査

が過去 3回 (坂本 1983、 坂本 ・他 1992、 葉山 1995)行 われている。本報告は 1993年 12月から1994年

12月までの 1年 間行われた葉山の調査 (1995)に引き続いて、1995年 1月 より1996年 2月 までの期間で継続

調査を行つたので、その結果について報告する。

調査の実施に当たつては、神奈川県立自然保護センターの職員の皆様に、立入禁止区域での調査の実施や、

開園時間前の地区内の立ち入 りなど様々な点で御配慮いただいた。本文に先立ち厚く御礼申し上げる。

調査地の概要

神奈川県立自然保護センターは丹沢山塊の最東部に位置する大山の東山麓にあり、標高約 80～ 110mの 起

伏に富んだ丘陵地形に立地 している。センターの野外施設は、東西に発達した谷戸およびそれを取り囲む落葉

樹林 (ヨナラ・クヌギ・ミズキ。イタヤカエデ ・イヌシデ ・アラカシ等)と 植林 (スギ 。ヒノキ)で 構成され、

谷戸底部の水田跡地には溜め池や湿性草原がある。また小規模だがハンノキによる湿性林の発達も認められる。

斜面からの絞 り水を集めた細流は東に下り、隣接する玉川に合流 している。隣接地にはクリ畑やススキ草原、

採草地、樹木畑、流菜畑、集落等がモザイク状に点在 している。谷戸の北側斜面は西に向かつて標高を上げ日

向山につながつている。玉川に平行 して県道が延びてお り人家が点在するものの、周辺でまとまった都市的土

地利用が認められる地区は、県立七沢森林公園に隣接 した森の里住宅団地のみである。以上の立地条件は、前

回の調査時と変化はなく安定 している。

調査方法

鳥相調査および個体群調査は、ラインセンサス法を用いて行つた。前回調査 (葉山 1995)と 同様のセンサ

スルー トを用い、約 l km/hの ゆっくりした歩速で進みながら、道の両側約 50mの 範囲で出現する鳥につい

て種 ・個体数を、また確認できたものについては性別 ・年齢 (成鳥 ・若鳥 ・幼鳥)を 記録 した。さらに確認地

点を縮尺 1/200の 地形図にプロットし、確認時の行動 ・植生内の位置および植生の優占種等を記録 した。上

空を通過する個体については、地区内を短距離移動 していると考えられるものはセンサスコース内の通過個体

として、また進か上空を飛翔するものはセンサスコース外の通過個体として記録 した。

個体の確認は主として目視で行つたが、鳴 りや地鳴きなどの声によっても種の同定を行つた。確認の補助と

*日 本大学生物資源科学部植物資源科学科
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して10×40倍の双眼鏡を利用 し、調査精度を維持するため調査は単独で実施 した。調査時間は毎回日の出時

刻に合わせて開始 し、約 3時 間で完了するようにした。そのため調査開始時刻は季節により異なつている。

調査期間は1995年 1月 から1996年2月 までで、調査日は毎月 2回 を原則とした。期間内の調査実施 日数は

27日である。今回の期間は14ヶ月間であるが、これは季節に対応 した鳥類の個体数変化を検討するためには、

春季の繁殖前期から越冬期までの一連の変化を把握することが必要と考えたためである。前回調査 (葉山

1995)で は 1月 から12月までの記録をまとめたため、冬季の記録に関しては、前年度の越冬期後半の記録 と

当年度の越冬期前半の記録を合わせて検討することになつてしまつた。このため年ごとの生息条件を比較検討

する上では資料が適切ではなくなつていた。こうした問題を解決するため今回からは、3月 から翌年の2月 ま

での連続記録で検討することとしたものである。

結果と考察

ラインセンサス調査の結果は種数と個体数に分けて整理 し、さらに鳥相内優占度および出現頻度を算出し検

討 した。種数と個体数の変化については、調査の全期間に得られたデータを整理 したが、優占度および出現率

については前述の理由により期間を限定して1995年3月 から1996年2月 までの記録について扱 うこととした。

また、季節による鳥相の変化を比較するため、記録期間を春季移動期(3/8～4/24)。繁殖期(5/14～8/13)・秋

季移動期(8/27～ 10/26)・越冬期(11/9～2/28)に区分 しそれぞれの期間内での動向を検討 した。さらにそれ

ぞれの鳥種の記録状況から、留鳥 ・夏鳥 ・冬鳥 ・通過鳥を区分 し種数と個体数の変化を検討した。以上の区分

に関しては、当調査地域内での出現記録に基づき区分しており、繁殖期 。越冬期だけに継続 して記録された種

を夏鳥 ・冬鳥とし、短期間しか記録されなかった種は通過鳥として区分 した。また記録が不連続だが類似 した

出現傾向を示す種についてはそれぞれの区分に含めた。したがって漂鳥や旅鳥の区分は本報告では用いず、図

鑑区分で夏鳥や漂鳥とされる種の一部が通過鳥に、留鳥とされる種の一部が他の区分とされるなど扱いが異な

ている。この点については鳥種ごとの解説で詳細を記述 してある。

鳥相内優占度は、地域の鳥相の中でそれぞれの鳥種の優占状況を示す数値(%)で 、全ての個体数の合計値を

分母とし、それぞれの鳥種の個体数の合計値を分子として算出した。出現頻度は、ある種がそれぞれの期間内

にどの程度の頻度で確認されたかを示す数値(%)で、期間内の調査日数を分母とし記録 日数を分子として算出

した。年間を通 した調査記録を表 1に 、季節区分ごとの個体数 ・優占度 ・出現率を表 2に まとめた。

1.鳥 相概要

期間内に調査地およびその周辺で記録された種は、26科70種であり移入種を含めると総記録種数は73種で

あった。前年の調査では在来種の記録が76種あり6種 減少 していた。今回新たに記録された種はカワウ・ア

マサギ 'マガモ ・ホ トトギス ・ミヤマホオジロの 5種 であり、記録されなかつた種はツツ ドリ・アオバズク・

フクロツ ・ビンズイ ・オオヨシキリ・エゾビタキ 。コガラ ・ヒガラ ・ア トリ。ベニマシヨ・オナガの 11種で

あつた。確認種数の減少の原因については、調査頻度の減少 (前年は調査回数を毎月 3回 実施)や 越冬期の気

象条件変化あるいは鳥種の個体群動向などが影響 したことが考えられる。しかし断定的な原因は不明である。

夜行性鳥類 (フクロツ類)に ついては、夜間調査を実施 していないため明らかにできなかった。

出現状況に基づいた鳥類季節区分では、留鳥が23種、夏鳥が 9種 、冬鳥が20種、通過鳥が 18種であつた。

前年と比較すると留鳥が2種 ・通過鳥が4種 減少 し、冬鳥が 1種増加 していた。通過鳥の記録が減少したこと

は、調査頻度の減少で分布の不安定な種を確認する機会が少なくなつてしまつた可能性を示すと考えられる。

今回記録 された種の約 93%が 前年にも記録されていることから、鳥相全体は安定していたと考えられる。

また今回記録されなかつたビンズイについては、松林に執着して越冬する習性があリセンター敷地内でマツ

がまとまって分布する地区に分布 していた可能性が大きい。しかしセンサスルー ト沿いにはまとまったマツ林

が無く、そのために記録されなかつた可能性が高い。
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2.種 数変化

種数の変化は図 1に まとめた。最多記録は37種 (3月 27日 )で 最小記録は21種 (10月 14日)で 夏季に減

少 し冬季に増加する傾向を示 していた。この傾向は前年とほとんど変わらなかった。また夏鳥と冬鳥の入れ替

わり時期についても、概ね同じ推移を示 してお り顕著な変化は認められなかつた。

季節区分期間相互で比較 した結果は表 2の 通 りである。春季移動期が最大の49種 であり、繁殖期 ・越冬期

が共に46種、秋季移動期が45種であつた。それぞれの期間内の記録を合計して比較すると、調査日ごとに認

められた記録種のばらつきが平準化され、期間相互で種数に大きな相違は認められなかつた。関東地方の平野

部低地では繁殖期に夏鳥の種が少ない傾向が認められるが (葉山 1985～ 1993)、山地 ・丘陵地は低地と比較

すると多くの夏鳥が分布 している。本調査地は丘陵地から山地に移行する地域に位置するため、標高の高い

地域に分布する夏鳥が繁殖期にも不定期に出現していた。こうした分布特性が季節ごとの種数の差を小さくし

た原因と考えられる。

3.個 体数変化

個体数の変化は図 2に まとめた。最多記録は442羽 (10月14日)で 最少記録は147羽 (5月 24日 )だ つた。

連続的に見ると冬季の個体数が多いが、春季と秋季の移動期に短期間で多数記録される動向が確認された。多

かったのは4月 と10月の記録であるが、いずれもヒヨドリの個体数が急増 したことが原因だつた。個体群の

季節移動の実態が一部把握 されたと考えられる。全体的には留鳥の個体数が多くを占めており、留鳥の存在が

鳥相内の個体群動向に大きな影響を与えていることが確認された。個体数の推移は、繁殖期で後半に増加する

傾向が認められ、越冬期では調査日ごとの増減が頭著であった。前者では繁殖後の幼鳥 ・若鳥の増加、後者で

は食べ物を求めての個体の流入 。流出の影響が反映 しているものと考えられる。

4,鳥 相内優占度

それぞれの種の鳥相内優占度は表 2に まとめた。年間を通して優占度が高かった種は、5%(約 300羽)以

上のヒヨドリ・ズズメ・ハシブ トガラス ・メジロ。アオジ・ヵヮラヒワで、以下 (1%以 上)キ ジバ ト・ホオ

ジロ・カルガモ ・ツグミ・シジュウカラ・コジュケイ ・ウグィスなどであった。前年に優占度が高かったカシ

ラダカは優占順位が低くなっていた。優占度の全体傾向は、前年と比較すると多少の変化は認められるが類似

した傾向であつた。

季節別に見ると、繁殖期はスズメ ・ヒヨドリ・メジロ・ハシブ トガラス ・カワラヒワが高く、越冬期はヒヨ

ドリ・スズメ ・ハシブ トガラス ・アオジ ・メジロ・カワラヒワ・カルガモ ・ツグミが高かつた。春季移動期で

は圧倒的にヒヨドリが優占し、以下アオジ・ハシブ トガラス・カワラヒワが高く、秋季移動期では同様にヒヨ

ドリが優占し、次いでハシブ トガラス ・メジロが高かつた。以上の出現傾向は概ね前年度と同様であつた。

5.繁 殖状況

繁殖期に幼鳥や若鳥が確認された種は、ゴイサギ・アオゲラ・ツバメ・キセキレイ・ヒヨドリ。クロツグミ・

ヤブサメ・シジュウカラ・ホオジロ・スズメ・ハシブ トガラスであつた。また調査地域内で囀 りなどの繁殖行

動が確認された種はアオバ ト・カッコウ・ホ トトギス ・ヒバ リ・ウグイス ・センダイムシクイ ・キビタキ ・サ

ンコツチョウ・ヤマガヲ・メジロ・カワラヒワ・イカルであった。これらの種のうちゴイサギ ・ツバメ・カッ

ヨウ・ホ トトギス ・ヒバ リ・センダイムシクイ ・サンコウチョウについては、記録が短期であったり営巣適地

が国内に無かったりすることから繁殖の可能性は低いと考えられる。

繁殖の証拠は認められなかったが、繁殖期に成鳥が複数継続 して確認 されたため園内で繁殖 していると考え

られる種は、コジュケィ 。キジ 。キジバ ト・コゲラがあげられる。
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6.鳥 種別の生態特性

ラインセンサス調査で記録された主要鳥種 (年間の記録個体数が10羽以上の種)と 個体数は少ないが特徴

的な鳥種について生態特性を以下に述べる。

ゴイサギ:夏鳥に区分した。繁殖期から秋の移動期に池や湿性地周辺で確認された。個体数にややばらつきが

あり、採食場所として国内を利用していると考えられる。園内に持ち込まれたアメリカザリガニの個体数ヨ

ントロールに貢献することが期待されている。

アマサギ:通過鳥に区分した。繁殖期の後半に群で飛来するのが 1回確認された。厚木市や伊勢原市の水田地

帯で夏鳥として分布しており、移動途中に通過したものと考えられる。

フオサギ :冬鳥に区分した。主に冬季だがその他の季節も記録されている。前年より確認頻度が高くなり、1

回の個体数もやや増加している。調査区域の北側に隣接した斜面のヒノキ林の樹冠で休息する姿も多く確認

された。個体の定着傾向が何える。

カルガモ :留鳥に区分した。繁殖期は国内の池に少数で分散し、冬季は国内の池以外に県立リハビリセンター

のグランドに隣接した小規模な貯水漕の中で休息する群が確認された。飛翔した場合の移動方向からリハビ

リセンターの調整池に飛来する個体群と関係を持つ個体群と考えられる。繁殖期に継続して記録されており

繁殖の可能性も考えられるが、今回の調査では確認されなかつた。

オオタカ :留鳥に区分した。上空を飛翔する少数の個体が繁殖期および越冬期に記録されている。国内にオオ

タカの残したと考えられる中型鳥の食痕も複数確認されており、安定した行動圏の一部として当調査地を利

用している可能性が考えられる。

ノスリ:冬鳥に区分した。越冬期や移動期に単独個体が観察されている。多くは飛翔するものだが、調査区内

の落葉広葉樹林に止まって休む場合もある。

サンパ:夏鳥に区分した。春季と秋季の一時期に集中的に複数個体が記録されており、当調査地域が渡りの移

動ルー トに該当している可能性が示唆された。

コジュケイ:留鳥に区分した。年間を通して記録されたが、越冬期の後半にやや個体数が減少し観察されない

調査日もあつた。事故による減少や餌を求めての移動が多少あるのかもしれない。

キジ:春季移動期から繁殖期にかけて継続的に記録されるが、越冬期の記録は不連続である。出会いの頻度や

目立ち率が季節により変化するものと考えられる。

キジバト :安定した留鳥であり個体数の変動幅も大きくはない。

アオバト:夏鳥に区分した。繁殖期と移動期に記録されているが、特に繁殖期の後半から秋季移動期に集中し

て個体数が増加していた。飛翔群の移動方向を見るとほぼ同じ方向 (南西方向)を 示す場合があり、移動

ルー トの存在が示唆される可能性がある。

ヒメアマツパメ:通過鳥に区分した。不連続であるが年間を通して上空を通過する群れが観察された。近年分

布を拡大しつつある種と報告されている。

ヤマセミ :通過鳥に区分した。前年は冬季に単独での出現頻度が高かつたが、今回は1回の記録だけだつた。

カワセミ:留鳥に区分した。繁殖期を中心として越冬前期まで少数が記録されている。繁殖の可能性もあつた

が今回も繁殖は成功しなかつた。冬季は園内の池が凍結するため採食行動ができず移動するようである。

フオゲラ :留鳥に区分した。年間を通して記録されているが、冬季の記録が少なかつた。単独の記録が多く2

羽同時に観察されるのは希だつた。

アカグラ :冬鳥に区分した。冬季を中心に記録された。単独個体の観察例が多いが、1日の記録個体数はアオ

ゲラより多い場合があつた。ほとんどの観察例は落葉広葉樹林内である。

コグラ:留鳥に区分した。比較的安定して周年記録された。落葉広葉樹林で観察されることが多かったが、植

林地での採食行動も見られた。

ツパメ :夏鳥に区分した。4月 に記録され6月 下旬から個体数が増加し9月 下旬に記録されなくなつた。
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イワツパメ:夏鳥に区分した。隣接する県立リハビリセンターの建物で繁殖しているが、調査対象地区内には

繁殖適地が無く、採食空域として飛来していた。

ハクセキレイ:冬鳥に区分した。越冬期と春秋の移動期に記録されたが個体数は多くない。谷戸の外の畑や採

草地で記録されることが多かつた。牛糞を撒かれた畑では活発な採食行動が確認された。

セグロセキレイ:留鳥に区分した。連続して記録されてはいないが周年観察されている。畑や採草地で採食す

る個体を観察したが、調査地区の隣接地では囀りなど繁殖の兆候が認められている。

ヒヨドリ:留鳥に区分した。最も優占する種である。全体的には繁殖期よりも越冬期に個体数が増加するが、

特に春秋の移動期の増加が頭著である。移動期の群れの動向を検討すると、10～50羽程度の個体が集合し

て群れとなり春季は北東方向に、秋季は南西方向に移動していることが認められた。また複数の群れが樹林

内に留まった後に一つの群れにまとまつて移動を開始する様子も確認された。昨年もこうした行動が記録さ

れており、今後の継続調査で移動ルー トの検討が可能となることが期待される。

モズ :冬鳥に区分した。前年は繁殖期にも記録されていたが、今回は繁殖期には全く記録されなかった。

ミツサザイ :冬鳥に区分した。個体数は多くないが複数が比較的継続的に記録された。主に樹林地と草地の境

界部やアズマネザサの茂る暗い林内で観察されたが、ヨシ・ススキ草地に出て来る個体もあつた。

ルリビタキ :冬鳥に区分した。越冬期を通して少数が記録されているが、12月にやや個体数が増加すること

が認められた。この傾向は前年と同様であつた。林縁部や比較的薄暗い林内で観察された。観察されるのは

♀タイプの個体が多く♂タイプは少なかつた。

ジョウビタキ:冬鳥に区分した。調査地内では安定して定着していない様で記録が不安定であつた。冬に縄張

りを形成する種であり、しかも同様の習性を持つルリビタキの近縁種であることから、競合関係による棲み

分けを行つていることも考えられる。調査地区への渡来は冬鳥の中では早い部類の種であつた。谷戸の低地

部で草地と林縁を行動園としていた。

クロツグミ:通過鳥に区分した。繁殖期の終わりから秋季移動期にかけて記録されており、秋は連続した記録

となつている。調査区内では繁殖期間に囀り等を記録していないため繁殖の可能性は少ないが、環境条件と

しては可能と考えられる。移動期に比較的多くの個体が継続して記録されていることから、当調査地区は繁

殖域に隣接した地域に含まれるのではないだろうか。

シロハラ:冬鳥に区分した。個体数は比較的安定しており数羽が定着し越冬したと考えられる。落葉広葉樹林

や植林内あるいは林縁部など薄暗い空間に多く、警戒していない場合は地上で採餌する行動が多かった。

ツグミ :冬鳥に区分した。ミノサザイ ・ルリビタキ・シロハラ・シメと共に11月28日に今回の冬季記録とし

て初めて記録された。2月までに個体数が漸増しており、冬の進行と共に他地域から個体が移動してくる実

態が把握された。越冬期の前半は樹冠上部で確認されることが多いが、後半には収穫後の畑で採餌する個体

が多く認められた。樹林地に隣接する畑に施肥として牛糞が撒かれると特に多くの個体が集まっていた。

ウグイス :留鳥に区分した。秋季移動期に記録が途切れたり観察個体数が減少するが、年間を通して安定して

分布していた。林縁のアズマネザサに多いが樹林地内から車地まで広く分布していた。

キピタキ:夏鳥に区分した。繁殖期の前半に個体数がやや多く、複数の個体が落葉広葉樹林を中心として一部

スギーヒノキ植林内に縄張りを確保していた。巣やヒナなどの明確な繁殖に関する証拠は確認できなかつた

が、雌雄が繁殖期に定着していたことから繁殖していたと考えられる。夏鳥の中では渡去が遅い種であつた。

エナガ:留鳥に区分した。越冬期および春季移動期には出現頻度が高く個体数も多いが、繁殖期から秋季移動

期では出現頻度が低下していた。定着性の強い種で血縁関係を持つ家族群が大きな縄張りを形成しその中で

番が分散縄張りを形成することが知られている (中村 1976)。したがつて、繁殖期では個体密度が低下し

出会い頻度が低下したことが考えられる。また冬季に記録されなかった調査日があるが、越冬期では家族群

が縄張り内を巡回しつつ暮らしているため、調査の際に出会わなかつた可能性が高い。主に落葉広葉樹林を

中心とした行動圏を持つと考えられる。



24

ヤマガラ :留鳥に区分 した。1995年の越冬期後半では継続的に記録されているが、1996年の越冬期前半では

記録が途切れ個体数も少なかった。落葉広葉樹林内でアラカシなどの常緑広葉樹が混在する林分や、スギー

ヒノキ植林が隣接する林分で観察頻度が高かつた。

シジュウカラ :留鳥に区分した。年間を通して安定して分布する種である。7月から12月にかけて10羽以上

を記録する場合と10羽以下の場合と不連続に推移していた。繁殖期には10羽以下の場合が多かった。樹林

内に広く分布するほか、冬季ではヨシ原へ出て採食する行動も観察された。

メジロ :留鳥に区分した。年間を通して比較的多くの個体が観察され、最大で40羽以上を記録した。冬季に

は1995年よりも1996年の個体数が多くなっていた。林内に広く分布する種である。

ホオジロ:留鳥に区分した。冬季の個体数がやや増加するが、シジュゥカラ同様年間を通して安定した分布を

示す種である。林縁部やススキ草原あるいはネザサ草原に多く観察され林内の記録は少ない。

カンラダカ:冬鳥に区分した。大陸で繁殖し越冬のために渡来する種である。前年の調査と比較すると個体数

の減少が特に頭著だった。詳細に検討すると1994年1月から3月 までの個体数が多く (最大46羽)再 び出

現する11月以降は最大15羽だつた。この傾向が今回の調査でも持続されていたと考えられる。年による繁

殖地の自然条件変化が個体密度に影響することが知られており、本種は影響を受けた種である可能性が高い。

ミヤマホ牙ジロ:通過鳥に区分した。同一個体が1995年の 1月から2月 まで記録された。西日本では多く、神

奈川県周辺では数少ない種とされ (日本野鳥の会神奈川支部 1998、環境庁 1988)珍 しい記録である。

アオジ:冬鳥に区分した。越冬期を中心として多く記録される。冬鳥の中では春遅くまで残る種で、5月初旬

まで記録された。箱根や西丹沢での繁殖記録があることから(日本野鳥の会神奈川支部 1998)残 留個体は

繁殖地までの距離と関係している可能性もある。林縁や樹林地の林床あるいは草地で観察された。

クロジ :冬鳥に区分した。ブナ帯で繁殖じ低地で越冬する種である。スギーヒノキ植林の林床で観察された。

カワラヒワ:留鳥に区分した。周年記録されるが林内に入り込むことは希で、樹冠部や林縁部の樹上で観察さ

れることが多かった。調査地区に隣接した高圧線には群れで止まり休息する姿が観察された。

ウソ:通過鳥に区分した。春季移動期に群れが記録された。高山の針葉樹林帯で繁殖したものが平地に漂行し

越冬する。調査地区は継続的な越冬地としては利用されておらず、移動途中の一時的立ち寄りと考えられる。

イカル:留鳥に区分した。越冬期の記録頻度が高く繁殖期には頻度が低かつた。樹上で採食行動が観察された。

ジメ :冬鳥に区分した。1995年の越冬期より1996年の個体数が多い傾向が認められた。樹上で観察されたり

落葉広葉樹林の林床で採食行動が観察される場合が多かった。

スズメ :留鳥に区分した。繁殖期の後半と越冬期の後半に個体数が増加しており、この傾向は前年と同様で

あつた。林縁部や周辺の畑で採食する個体が観察されることが多かった。

ムクドリ:留鳥に区分した。繁殖期の後半に個体数が増加したが、調査区内では記録頻度・個体数共に少ない。

カケス:留鳥に区分した。越冬期に10羽未満の群れが安定して記録されたほか、繁殖期後半にも観察された。

ハンパソガラス :留鳥に区分した。周年を通して1～ 2番 が分布していたと考えられる。個体数の特徴的な増

カロは認められなかつた。周辺の畑や果樹園との往来が観察された。

ハンブトガラス :留鳥に区分した。前年同様に全体として個体数が多く越冬期でやや増加傾向を示した。

ガビチョウ :留鳥に区分した。1994年8月以降 1羽が初めて記録され、1995年も6月 までは1羽の記録だつ

た。しかし7月以降複数となり、最大で4羽 (9月 18日)観 察された。神奈川県の鳥類目録 (1998)でも

1995年から記録されたとしており、当調査地が最も早く分布した地域と考えられる。定着し個体数の増加

傾向が認められ、今後とも継続的に個体数の変化を把握する必要があると考えられる。

引用文献
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神奈川県立自然保護センター報告第16号

神奈川県立自然保護センター野外施設におけるゲンジ

ボタル・ヘイケボタル成虫の長期的発生消長の推定

坂本堅五*・赤岩興一*・石渡和夫**

The appearance and disappearance of二 冴cブοttα crttc,αttα

Motschulsky。二冴cわ筋 腕 ra′お Motschulsky during long teェェェi suttey

Kanagawa Prefectural Natllre Consettation Center

Kengo SAKAMOTO*・ Koichi AKAIWA* ・ Kazuo lsHIwATA**

はじめに

神奈川県立自然保護センターの野外施設 (湿地)に おいては、開設当初からホタルの発生が見られ、調査が

行われているが、年により調査が行われなかったり、調査期間 ・調査日の間隔 ・調査の精度が一定でなく、長

期にわたる発生消長の比較は難 しく、検討も行われていないのが現状である。しかし、これまでの結果を何ら

かの形で分析 し、長期の変動傾向をつかむ必要がある。

そこで、昭和 55年 (1980)か ら平成 10年 (1998)までの調査データをもとに、野外施設のゲンジボタル

あc,θル 伊″c,αrα Motschulsky・ヘイケボタルを″びθわ ′″ダαris MOtschulskyの成虫の発生状況を長期的に把握

し、野外施設の維持管理上の参考とするため、発生数 (観察数)。発生時期 。発生場所などの発生消長の推定

を行つた。

調査方法

これまでの調査データは①ホタル成虫の発生の全期間を通して行われた年は少ない、②調査 日の間隔が一定

でない、ことから発生数の量的比較指標 となる1年間のホタル成虫観祭総数の推定と発生時期を推定する必要

がある。

そこで①年ごとのデータの不足部分を補正しないで推定する方法と②有効データのみから計算値と推定曲線

を作成 し不足部分を補正して推定する方法、の両面から検討 した。

また、野外施設の地域別の観察数とその割合も求めた。

観察数からの観察総数の推定と発生時期

自然保護センターの業務報告書 (昭和58年)、自然保護センター報告第 8号 (平成 3年 )・第 10～ 15号 (平

成 5～ 10年)、平成 10年調査結果 (センター報告第 16号)の ホタル成虫発生調査のデータから、各調査年の

1日 当た り平均観察数 (1年 の観察総数を観察を行つた日数で割った値)と 1日 当たり最大観察数 (1年 の中

で最も多く観察された 1日 の数)、発生期間 (観察された期間)、更に推定観察総数 (1日 当たり平均観察数×

発生期間)を 求めた。推定観察総数は、その年の発生期間に、毎日観察されたと仮定した場合の数の総計で

*神奈川県立自然保護センター Kanagawa

淋 神奈川県津久井地区行政センター Tuhi

Prefectural Na‐e Conservation Center

Region Adminismtion center Kanagawa Prcfecture Goverlment
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あって、ホタル成虫の生存期間中は毎日数に入れられるので、推定観察数は推定発生数ではない。

なお、昭和55年～ 57年の 3年 間はゲンジボタルのみのデータしか無く、昭和58年～昭和60年の 3年 間と

台風による生息地のダメージを受けた平成 3年 は調査データが全く無く、昭和61年～平成 2年 の5年 間はホ

タル観察会を実施 しながらの大まかな調査で数値は参考程度である。

観察数からの計算値 ・推定曲線による発生時期と観察総数の推定

①ホタル成虫の発生の全期間を通 して行われた年は少ない、②調査 日の間隔が一定でない、ことから年によ

り誤差が生 じるのを前提に、できる限りその誤差を補正するため、計算式や推定曲線から発生期間や消長パ

ターン、年別観察数の推定を行つた。なお、観察数と推定曲線及び年別観察総数の変動 (推定値)は 、調査方

法がほぼ一定となっている平成4年 から平成 10年までを対象とした。

平均発生期間の算出 :

観察初認 日から最終日までを発生期間とし、全期間(F)=ホ タルの発生状況を全期間把握できたと思わ

れる年のデータの平均と、初認 日～最大数観察日の平均(G)、最大数観察日～最終日の平均(H)か ら、

(F tt G tt H)/2の式で求めた。ただし、観察初認 日または最終日に10頭以上みられた場合は、それ

以前または以後に調査が実施され観察数が0の 日までの1/2の期間を加算 し、未調査の場合は除外 した。

また、最大観察日までの期間も同様に求めた。

消長パターン曲線の作成と観察数の推定曲線作成及び年別観察総数の変動 (推定値):

ホタルの発生状況を全期間把握できたと思われる年の観察結果を散布図として作成 し、観察状況と推定

される消長パターン曲線を作成 した。観察期間の差など誤差が多いと考えるため回帰式に当てはめる事

は出来ないと考え、いわゆるフリーハンドで記入 した。次に、この曲線を参考にして平成 4年 から平成

10年までの観察数の推定曲線を作成 し、年別観察総数を計算 した。

地域別観察数の割合

図 20に示すとお り、自然保護センターの野外施設 (多々良沢に沿つた約 250mの 湿地)を 、A地 域 (谷戸

の最奥部で旧ホタルの里であつた湿地部)、B地 域 (比較的深さのある7つ の池からなる地域)、C地 域 (湿地

と浅い池からなるハンノキが点在する地域)、D地 域(湿地と池が中心でハンノキ林がみられる地域)の4地 域

に分け、平成 4年 から平成 10年までの7年 間のデータから各地域のホタルの観察総数及び観察総数割合を比

較 した。

結果と考察

観察数からの観察総数の推定と発生時期

本調査のもとになるホタル成虫観察調査の全データを表 1に示 した。表 1のデータをもとに、年により観察

期間 ・調査日の間隔が一定でないことから、年変動を比較検討する数値として、1日 当たり平均観察数及び 1

日当たり最大観察数、年間推定観察総数などを求めた (表2、表 3)。また、推定観察総数と1日 当たりの最

大観察数をグラフにして年別の変動を比較 した (図1、 図 2)。

その結果、ゲンジボタル成虫は、1日 当たり平均観察数が最も少ない年が 11頭 (平成 9年 )で 、最も多い

年が65頭 (平成元年)で あつた。発生期間 (観察初日～観察末日)は データから有効な期間 (観察期間の以

前、以後に発生がみられる可能性がある年を除く)で 32～ 55日、発生期間中の推定観察総数は464頭 (平成

5年 )～ 2,457頭 (平成 10年)で あつた。昭和61年～平成 2年 は、観察会を実施中の調査で、最も発生の多

い時期に集中してお り、調査数もおおざつぱに思えるし、調査方法も記載が無く、あまり比較の対象にならな

いが、平成 4年 以降は調査方法も明記されている。そこで、平成4年 から平成 10年までの変動をみると、推

定観察総数では平成 5年 が最も少なく、次の年に急激に増え、徐々に減少 し、4年 後の平成 9年 がまた最低と
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なり、次の年の平成 10年に急激に増えるという4年 周期のパターンが推測できる。 1日 当たり最大観察数で

も変動幅は少ないが、同様なパターンである。

次に、ヘイケボタル成虫は、1日 当たり平均観祭数が 11頭 (平成 4年 )～ 332頭 (昭和61年)で 、発生期

間はデータから有効な期間 (前述)で 41～ 62日、発生期間中の推定観察総数は 122頭 (平成 4年 )～ 11,139

頭 (昭和63年)と 変動が大きかった。平成 4年 から平成 10年までの変動をみると、平成 3年 の台風の影響で

激減 したのが徐々に毎年、確実に増えていることがわかった。1日 当たり最大観察数も同様なパターンであっ

た。

観察数からの計算値 ・推定曲線による発生時期と観察総数の推定

野外施設におけるホタル成虫の年別観察期間から、調査方法で述べた方法で平均観察期間 (平均発生期間)

を求めたところ (表4、表 5)、ゲンジボタルの平均観察期間は45日で、最大数観察日まで18日であった。ヘ

イケボタルの平均観察期間は55日で、最大数観察日まで 13日であつた。

なお、有効データとして用いた年は、全期間把握が出来たと思われる年がゲンジボタルで昭和 56年 ・平成

9年 ・10年、ヘイケボタルで平成 8年 ・9年 ・10年である。同様に観察初認 日から最大数観察日まで把握出

来た年は、グンジボタルで昭和55年 ・平成 4年 ・5年 ・6年 ・7年 、ヘイケボタルで平成 4年 ・6年 である。

最大数観察日から最終日まで把握出来た年は、ゲンジボタルの昭和57年 ・平成 8年 しかないため、最大数観

察日から最終 日までの日数は求めなかった。

これ らの観察結果 (全期間把握できた年のデータ)を散布図として作成 し、観察状況と推定される曲線を作

成 した (図3、 図4)。 この曲線から、ゲンジボタルでは最大数観察日を境にして、初認 日から最大日までの

カーブと最大 日から最終日までのカーブがほぼ対照で、ヘイケボタルでは初認 日から最大日までが急上昇 し、

最大 日から最終日までは徐々に減少するパターンが見られることがわかった。

次に、この曲線を参考にして、平成 4年 から平成 10年までの各年ごとのゲンジボタル ・ヘイケボタルの観

察数の推定曲線を作成 した (図5～ 図18)。また、その曲線より年別の平均観察総数を計算 し、年別観察総数

の変動の推定値を図 19に示した。

以上のことから、次のようなことが推測される。

1 ゲ ンジボタル、ヘイケボタルとも4年 の周期で増減を繰 り返している。ヘイケボタルは、ピークは高い

が増減の割合がほぼ一定でいわゆる正弦曲線状を呈している。ゲンジボタルはヘイケボタルに比ベピーク

は低いが、ピークに達 した後、徐々に下がり、4年 目に急減するパターンを呈している。しかし、前段の

補正を加えないデータではゲンジボタルのみが4年 周期で、ヘイケボタルでは周期が認められなかった。

その理由はヘイケボタルでは最終発生 日までの調査がほとんど行われていないためと思われる。よつて、

補正によるデータの方がより現実に近いものと思われる。

2 最 大値 と最小値がゲンジボタルで3.3倍、ヘイケボタルで4.5倍あるが、増減が周期的で最大値 ・最小

値が一定の範囲内にあると思われるので、野外施設におけるホタルの発生状況は自然界の変動(主に餌と

の関連で増減を繰 り返すという)の中にあると思われるので、ホタルの生息環境としての野外施設の維持

管理には問題がないといえるのではないか。

3 増 減の周期性およびその範囲を確定するためには少なくともあと2年 、できれば6年 の同様な調査を行

う必要があると思われる (4年 周期とした場合、2～ 3回 のサイクルの調査が必要)。

地域別観察数の割合

グンジボタル ・ヘイケボタル成虫の地域別観察数とその割合を図21、図22に示した。なお、発生地域が明

確なデータのみを用いた。

その結果、ゲンジボタルはA地 域が平成 6年 を除き最も多く32.7～58.5%で 、次いでB地 域が16.3～44.8
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%(平 成 5・ 6年 を除く)、C地 域が6.2～ 26.4%(平 成 4・ 5年 を除く)、D地 域が2.3～ 15,3%(平 成 3

年を除く)で あつた。また、ヘイケボタルは、ほとんどがA地 域で見られ、その割合は88.7～ 97.2%で あつ

た。次いでB地 域が2.4～ 9.1%、 C地 域が0,4～ 4.7%、 D地 域が0～ 1.1%の 順であつた。

これらのことから、ゲンジボタルは野外施設の谷戸の奥部の旧ホタルの里が最も多く発生し、谷戸入日の

多々良沢橋側になるほど少なくなるが、ほぼ谷戸の全域に見られることがわかった。また、ヘイケボタルは、

ほぼ9割 以上が谷戸の奥部の旧ホタルの里付近に見られることがわかった。

このことは、主に流水域に生息するゲンジボタルと止水域に生息するヘイケボタルの特徴が出ているものと

思われる。

今後の調査方法について

ホタルの長期的発生消長を把握 し、野外施設の維持管理上のモニタリングとするため、今後の調査を行 うに

あたり次の点を守ることを提案する。

1 調 査期間を毎年一定にし、5月 20日から8月 31日までとする。

2 調 査間隔を週 2回 とする。また、調査日が雨天や強風の場合は、その翌日に再調査を行 う。

3 観 察時間を 1時 間30分 とし、観察ルー ト、移動時間も同一にする。

4 観 察者には、必ず熟練者が同行する。

5 今 後の分析を行 うためには、湿度や風力など、観察数に影響を与えると思われる要因の観測も行 う。

おわ りに

自然保護センターの野外施設 (湿地)におけるゲンジボタル ・ヘイケボタル成虫の長期的な発生消長を知る

ため、昭和 55年 (1980)か ら平成 10年 (1998)までの調査データをもとに分析 し、考察した。

調査期間や調査 日の間隔などが一定でなく、不備な点もある調査データでの分析のため、推測の部分がある

が、次の結果を得た。

1 ゲ ンジボタル成虫の平均発生期間は45日で、ヘイケボタル成虫の発生期間は55日であつた。発生のピー

クは、ゲンジボタルで発生初日から18日 目、ヘイケボタルで 13日目であつた。

2 成 虫の年間における発生曲線パターンは、ゲンジボタルではピークを境に初認 日からピークまでとピー

クから最終 日までが対照的で、ヘイケボタルでは初認 日からピークまで急上昇 し、ピークから最終日まで

徐々に減少するパターンを里した。

3 ゲ ンジボタルもヘイケボタルも4年 周期で増減を繰 り返すことが示唆された。

4 地 域別の発生は、ゲンジボタルが野外施設の谷戸の奥部の旧ホタルの里付近がもつとも多く、谷戸入田

の多々良沢橋側になるほど少なくなるが、ほぼ谷戸全域に見られるのに対 し、ヘイケボタルは、ほぼ9割

以上が谷戸奥部の旧ホタルの里付近に見られることがわかった。
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(1980～1988)

調 査 年 茅徹　∞

奪磯　ｍ

ユH ヨ

たり平 均
観察 数
(頭)

1日 当

たり増設ラ(

観 察 数
(岳看煮)

発 生 時 期

(月 日～月 日)

舞 生

期 間

`日ゝ

荘籐徹∞

備  考

1980 日召 55 368 11 34 68 6/3～ 7/17 1,505 女カヨ氏5,000F

1981(口 召56 290 1 3 62 6/15～ 7/17 33 736 女を」&2.000]

1982(日 召57 238 24 47 6/7～ 7/16 40 952 女うJll.800[

1983-85 欠 調 欠 調 欠 調 欠 調 欠 調 欠 調 欠 調

1986(酎 861) 664 39 86 ←6/18～ 7/17 30〈 1.172〈 ホ タ ル 観 察 会 実 施 中 調 査

1987(R督 62) 788 46 102 ←6/23～ 7/17→ 25〈 1 159〈

1988 日召63) 1.212 20 61 259 6/9～ 7/14 36 2.182

1989 1_293 20 65 140 6/8～ 7/9崎 32( 2_069

1990 2 950 19 50 98 6/3～ 7/17 45 2_250

1991 3 欠 調 次 調 欠 調 欠 調 欠 欠 調

1992(AF2 4) 405 14 46 6/12～ 7/6→ 723く

1993 5 174 15 33 15～7/16 32 464

1994 612 1 4 44 6/10～ 7/8→ 29く ,268く
1995 7 583 14 42 6/13～ 7/7→ 1,041く

1996 8 320 82 72 ←6/27～ 7/27 31〈 992〈

1997 9 76 8 3 6/14～ 8/2 554

1998 402 9 45 19 2_457

表2 自 然保護センター野外施設におけるゲンジボタル成虫観察調査結果と推定観察総数

注)観 察総数 :観察された合計数。観察日数 :見 られた日数。 1日 当たり平均観察数 :観察総数/観 察日教。
発生時期 :観察された期間で←→はその期間以前 ・以後に見られる可能性があるという意味。
発生期間 :観察初日～観察末日。推定観察総数 :観察総数/観 察日数×発生期間。

表 3 自 然保護センター野外施設におけるヘイケボタル成虫観察調査結果 と推定観察総数

注)観 察総数 :観察 された合計数。観察 日数 :見 られた日数。 1日 当た り平均観察数 :観察総数/観 察 日数。

発生時期 :観察 された期間で←→はその期間以前 ・以後に見られる可能性があるとい う意味。

発生期間 :観察初 日～観察末 日。推定観察総数 i観察総数/観 察日数 ×発生期間。
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図 1 野 外施設における年別ゲンジボタル成虫の観長数 図2 野 外施設における年別ヘイケボタル成虫の観察数
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1981 Fr356) 欠 勧 欠 調 欠 調 (調 欠 欠 調 欠 調
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1983-85 ( ( 調 欠 調 (調 欠 調 欠 調 (調

1986 645 17 332 4′ 5 ←6/18～ 7/17→ 30く 9,961( ホ タ ル 観 察 会 実 施 中 調 査

1987 3,159 17 186 315 ←6/23～ 7/17■ 25く 4,646〈
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1996(■ FZ 8) 280 1 3 7/3～ 8/17 46 991

1997 平  9) 219 31 64 6/28ヽ 8/9 41 1,283

1998 T410) 34 6/17～ 8/17 62 2.093

Tはこの数以上の可能性があるという



表4 野 外施設におけるゲンジボタルの年別観察期間と有効データからの平均観察期間

うち最大日までの期間
*計 算に使用 した数値は

うち最大日までの期間
*計 算に使用した数値は

6/1     6/21     7/11     7/31     8/20   月日

図3 ゲ ンジボタルの観察数と観察推定線

6/1     6/21     7/11     7/31    8/20   月日

図 4 ヘ イケボタルの観察数と観察推定線
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表5 野 外施設におけるヘイケボタルの年別観察期間と有効データからの平均観察期間

凡 例

昭和 S 6 年 の 観 豪 1

● 平 成 3 年 の 理 蒸 ヨ

平 成 1 0 年の 観 宗 召

平成 '年の白宗桂定a

平成 10年の日来推定8

平 成 8 年 の 中 案

平 成 9 年 の 口 療

平 成 1 0 年の 寝 ま
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ゲンジボタルの実際の観察数と推定曲線 (平成4年～平成10年)

6/11   6/21    7ノ,   7/11   7/21   7/31   8/10   8/20

図5 平 成 4(1992)年

8/30 月 日

6/11 6/21 7/1 7/11 ?/21 7/31 8/10 8/20

図7 平 成 6(1 9 9 4 )年

3/30 月 日 6/11   5/21   7/1   7/11   7/21   7/31   8/10  8/20

図8 平 成 7(1995 )年

8/30 月 日

6 / 2 '  7 / 1  7 / 1 1  7 / 2 ,  7 / 3 1  8 / 1 0  8 / 2 0  8 / 3 0  月日

図 10 平 成 9(1997)年

6/H 6/21 7/1

図6

7 H  7 / 2 1

平成 5

7/31   8/10  8/20

( 1 9 9 3 )年

４０

３０

２０

的

００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

Ｆ

卜

Ｌ

Ｆ

ト

Ｉ

Ｆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

ト

Ｌ

洵

４０

３０

２０

１０

００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

6/21   7/1   7/11   7/2,   7/31

図9 平 成 8(1996)

6/11   6/21   7/1   7/11   7/21   7/31   8/10  8/20

図 11 平 成 10(1998)年

和

年

8/30 月 日

一　
一‐
■
‐
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

Ｉ
Ｆ
Ｌ

カ

４０

３０

２０

１０

００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

抑

門

０

６

頭

A

け  ヽ

ワ eぃ

ム ｀

▲ ｀

P‐   ~▲

3/30 月 日



40

ヘイケボタルの実際の観察数と推定曲線 (平成4年～平成10年)
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神奈川県立自然保護センター報告第16号

山北町で保護されたアプラコウモリの飼育知見

山□喜盛
*

Care of Rescued Japanese pipisttelles?″ な,そ〃材S ab招 秘体)

in Yamakita towrl,Kanagawa Prefectwe

Yoshimori YAMAGUCHF

はじめに

アブラコウモ リP,なrrC〃婿 αう初 術は、イエコウモ リとも呼ばれるように、人家の周辺に普通に生息 して

いるが、夜行性のためその存在に気付いている人は少なく、昼間は、家屋など人工建築物の隙間や天丼裏など

に侵入 しネグラとしている。このような生息環境から、個体数の多いコロニーでは、建物の部屋の中に入 り込

んで住人に保護されたり、薬尿による苦情などが少なからず発生 している。

1998年 6月 15日、山北町の工場倉庫内で、駆除行為によるアブラヨウモ リ4頭 が保護され、筆者の勤務す

る県立丹沢湖ビジターセンター (以下、ビジターセンター)に 届けられた。筆者はこのアブラコウモ リをしば

らく飼育し、出産も確認 したので、ここに観察内容を報告する。

なお、アブラヨウモ リの飼育や死亡した個体の解体についてお世話になつた、渡辺憲子氏と長縄今日子氏に

深謝する。

観察内容

保護された時の状況

届けられたアブラヨウモリ (写真 1)4頭 のうち、1頭 はすでに死んでお り、しばらくしてから別の 1頭 も

死んだ。残 りの 2頭 は、体が冷たく死んだようにぐったりとしていたので、とりあえずチ リ紙に水を染み込ま

せて日元においたところ、喉が乾いていたらしく舌を出してよくなめた。その後 ミルワーム (チャィロヨメノ

ゴミムシダマシの幼虫)を 与えたところ、1頭 は日元にちらつかせると自分から口を開けて食べたが、別の 1

頭は食べようとはしなかった。

アブラヨウモリは夜行性なので、ビジターセンターでは面倒が見られず、その日の夜から筆者の自宅で飼育

することにした。飼育ケースは、市販されているプラスチック製の小動物用飼育ケース (幅39 cm・奥行き33

cm・高さ23 cm)で、中にはぶら下がりやすいように発砲スチロールの板を斜めに立て掛けておいた。

出産の確認

餌を食べなかった方の個体は、16日の昼間 2頭 の新産児を産んだ。しかし、筆者が確認 した時にはすでに

死んでお り、母獣は死んでいる新産児を腹の下に包み込み盛んになめていた。この新産児を産んだ個体はその

後もなかなか餌を食べないので、2日 後に県立自然保護センターに預けたが翌々日死亡した。預けた時の体重

は7gで あつた。

*県 立丹沢湖 ビジターセンター
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生き残った個体は 1頭 になり、体力の回復がみられなかつたのでしばらく飼育していたところ、26日 の午

前 0時 頃、発砲スチロールの板にしがみついている両脇の被膜の下で 2頭 の新産児を確認 した (写真 2)。 出

産 した時間はわからなかつた。

母子の飼育内容

母獣には、ミルワームをピンセットで与え、水はスポイ トまたはシリンジで与えた。母獣に与えたミルワー

ムの量は、一晩に30～ 50匹 くらいで、午後 7時 頃、午前0時 頃、午前 7時 頃の三回に分けて与えた。ミルワー

ムの重さはその都度計つてはいないが、一日量は 1.5～ 3g(平 均 40匹 、約 2.5g)く らいであった。 7月

19日 に、母獣の体重を測定したところ7.3g(食 前)だ ったので、この頃は、 1日 に体重の約 34%く らいの

ミルワームを食べていたことが推祭される。

母子は非常に臆病で、幼獣は母獣の体の下に潜 り込み、母獣はすぐに狭い所や隙間に入り込んでしまうため、

無理に母子を離すことはしなかった。 したがって、体重の測定は、幼獣がある程度成長 し母獣と離 しやすく

なつた 19日齢 (7月 15日 )から始めた (図1)。

アブラコウモ リの幼獣の成長は早く、生後約30日で成獣 (体重 5～ 10g)と ほぼ同じ大きさになり飛翔す

るようになる (前日 1994)と 言われている。25日齢の時点で、片方の幼獣は成長が進まず、片方も遅れて

いたので、母獣の栄養不足を補 うために、7月 23日 (幼獣は27日齢)か らミルワームをペース ト状に溶かし

た子犬用粉ミルクに浸してから母獣に与え始めたところ、幼獣の体重は増加 した。さらに、7月 29日 (幼獣

は33日齢)か らは、子犬用粉ミルクに乳児用ポポンS(水 50 mlに一滴の割合)を 混ぜたところ、幼獣の体重

は再び増加 した。35日齢くらいから幼獣は母獣の体にしがみついていることが少なくなり、幼獣に母乳が与

えられているのか不安になったので、37日 齢 (8月 2日 )か ら、幼獣に直接子犬用粉のミルクとカルシウム

粉を水で溶かしてシリンジで与え始め、44日齢 (8月 9日 )か らは、さらにミルワームの中身を混ぜたが、46

日齢まで体重にほとんど変化はみられなかった。

母獣の食欲は8月 7日 (幼獣は42日 齢)頃 から落ち、一晩でミルワーム20匹 前後 (1.2gく らい)に 減っ

たので、同時に幼獣に与えている水で溶かした子犬用粉ミルク (9日 からはミルワームの中身を混入)を シリ

ンジで与えた。

放 野

放野後のアブラヨウモリがネグラとして使えるように、巣箱の中にアブラコウモリを入れたまま屋外に放置

することにした。そのため、巣箱に馴染むように40日齢から飼育ケースの中にコウモリ用巣箱を入れて、そ

の中で飼い始めた (写真 3-1、 2、 3)。

放野は、保護 (駆除)さ れた近くに放 しても再び同じことになる可能性があるので、約 8 km離れた秦野市の

山麓にある川の近くの住宅地で行 うことにした。

8月 12日 (幼獣は47日齢)の 夕方、母子の入つたコウモリ用巣箱を一階建て木造家屋の戸袋の上に設置 し

たところ、午前 0時 頃、母獣は巣箱から飛び出し、幼獣もいつのまにかいなくなつていた。その後、母獣と幼

獣はこの巣箱に戻ることはなく、消息はわからなかった。

保護したアブラコウモリの産手数と性比

今回保護 した成獣4個 体は、雌が 3頭 で、雄が 1頭 であつた。3頭 の雌はいずれも妊娠 してお り、一
腹の産

子数は、 2頭 が 2子 、 1頭 が4子 (胎児)で あつた。



45

ま と め

母獣に子犬用粉 ミルクやビタミン剤を与えたところ幼獣の体重が増加 したことから、幼獣の成長が停滞 した

り遅れてしまつたのは、ミルワームだけを与えていたことによる母獣の栄養不足が原因と考えられる。

また幼獣は、37日齢以降ほぼ成長が止まり、46日齢になつても成獣の体重 (5～ 10g)に 達 しなかったの

は、成長の遅れにより成長期が過ぎてしまつたことが考えられる。

幼獣は、42日齢の測定値を見てもわかるように、成獣に比べるとやや小型であつたが (表1、 2)、39日齢

に室内で飛翔するのを確認 した。今回、母獣にミルワームだけを与え続け、途中から子犬用粉 ミルクなどを加

えなければ、幼獣は矮小化 し、飛翔することができなかつたかも知れない。今後このような母子を保護 した場

合は、母獣に与える栄養のバランスについて十分に考慮する必要がある。

アブラヨウモ リは建物の隙間に入 り込むので、糞尿などによる衛生上の問題がしばしば起きてお り、筆者は

山北町で、コウモ リが部屋のなかに入つたり、糞が溜つて困るという相談を受けたことがある。コウモ リは許

可なく捕獲や殺傷 したりすることができないので、どうしても困つた場合は追い払 うしかないが、できればコ

ウモリ用巣箱を設置し、別の場所に誘致するなどの方策を検討するようにしたい。アブラコウモ リは、棲み家

に関しては人に依存 しているが、衛生害虫や田畑の害虫を駆除し我々人間生活に重要な役割を果たしているこ

とはよく知られていない。今後、アブラコウモリと人とがうまく共存していけるように、業害等の対処の仕方

や公益性について広く啓蒙 していく必要がある。

引用文献

内田照章 1985:ヨ ウモ リの不思議 球 磨村森林組合 :146pp 熊本

前田喜四雄 1994:日 本の哺乳類 「コウモリロ」 東海大学出版会 :55pp 東京
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25              29  30  31  32  33  34  35 36  37

日 齢

図1 ア プラヨウモリ幼獣2頭の体重変化

表 1 ア プラヨウモリ母子の測定値 42日 齢 (8月7日)

前腕長 全 長  尾 長 頭 胴長 体 重

母 35皿ll1   84皿皿   36皿皿   48111皿

考8(♂ ) 31皿 皿   75m皿    32皿 Il1   43Hl口     4.6g

考を(♂) 31皿皿   72皿皿   30mll1   4211皿    4,6g

表 2 死 亡したアプラコウモリ2頭の測定値 (冷凍後)

前腕長 全 長  尾 長 頭 胴長 体 重

41  42  43

36皿皿   90皿皿   39皿m   51田ll1   10,Og  (,台り巳 4豆頁モ封)

34111皿   81皿lB   37皿ll1   44皿lB    4.Og



写真 1 保 護された直後のアプラコウモリ 写真 2 母 獣と2頭 の新産児

写真 3-1 ヨ ウモリ用巣箱

写真 3-2 飼 育ケースに入れたコウモリ用巣箱



写真 3-3 コ ウモリ用巣箱のフタにしがみ付く母と幼獣

写真 4 放 野直前の幼獣

写真5 放 野直前の幼獣
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相尾川におけるミズキンバイの分布

大澤啓志*・片野準也*・小林恭子*・鈴木志乃*・中西留美*・吉川正雄*

The Disttibution oF Clove Strip(五挑加 を力 ざす″材比r“r)in the Kasio River.

Satoshi OsAWA*・ Junya KATANO*・ Kyoko KoBAYASHI*

Shino SuzuKI*・ Ruml NAKANISHI*.MaSao YosIKAWA*

はじめに

ミズキンバイは神奈川県レッドデータブック (以下、RDB)で 絶滅危惧種とされてお り、県内では三浦半

島 (毘沙門)他 の記録があるのみ (県RDB調 査団 1995)で あつたが、1995年に柏尾川において群生 して

いるのが発見されている (県生命の星 ・地球博物館 1996)。また、本種は角野 (1994)による 「絶滅が危倶

される日本の水草」にリス トアップされている。現在 ミズキンバイは柏尾川に広く見られるが、河川環境は

様々な要因で変化することが多く、現時点での生育状況を記録 しておくことは意義のあることと考える。1998

年の初夏から秋にかけて、柏尾川におけるミズキンバイの分布状況等の把握に努めたので報告する。

柏尾川の概況

柏尾川は、横浜市南部 ・鎌倉市 ・藤沢市を流れる境川左支川の 2級 河川である (図1)。かつては、暴れ川

として氾濫が多く見られたが、近年は周囲の都市化が進むなか河川改修が行われ、現在は典型的な中規模の都

市河川 としての様相を示 している。河川沿いのプロムナー ドが整備 されている部分は、河川敷も含めて散歩や

ジョギング、釣 り、探鳥会などに利用されている。

水質 (BOD:75%値 )に ついては、1980年代前半において吉倉橋が高くなつているが、以降全体的に減

少傾向がみられる (図2:神 奈川県 1981～ 1998)。最近 5年 間の平均では、吉倉橋 :5.8 mg/ク、鷹匠橋 :

8,O mg/〃、川名橋 :9.6 mg/〃となってお り、近年はα中腐水性水域 (5.0～10,O mg/ク:津日・森下 1974)

の水質階級 として安定 していることがうかがえる。

ミズキンバイの分布状況

調査は、川沿いに踏査 し群落の位置を地図上に落とすとともに、群落の規模を測定した。群落規模について

は、群落を覆 う形で 1× 1ぱ のメッシュ・コドラー トを設定し、それぞれのコ ドラー トにおける被度 (%)の

積算により求めた。群落規模は主に6月 に調査し、その後新たに確認された群落についてはその都度調査 した。

なお、小規模の群落 (4ぱ未満のもの)に ついては、地点等の記載を省略した。

ミズキンバイは、柏尾川の中流部の JR大 船前～吉田大橋間に生育 し、それ以外の河川区では確認 されな

かつた (図5・表 1)。境川合流点からの距離は、4.50 km～10.32 kmの範囲で生育が確認されたが、途中5.0

km～7.O kmの区間は確認されていない。群落規模は、JR戸 塚駅下流部の約 317ぱ (正-4)が 最大で、次い

で約 112ぱ (I-2)で あり、残 りは約 70ぱ以下のものとなっている。河)||を500mご とに区分 して群落規

*日 本大学生物資源科学部
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模の量をみると、9.5～ 10.O km区間 (約500ポ)が 最も多く、次いで10.0～ 10.5 km区間 (約220ぱ)と なつ

ているほか、7.0～ 8.5kmの区間も比較的多く生育 している (図3)。また群落の形状は、川の流れと平行に縦

長の群落が多く、群落長は最大 52m(H-4)で あった。

全ての群落を合計すると約 1,455ぱとなり、これが 1998年現在の相尾川におけるミズキンバイの総生育量

となる。また、季節により若子の群落規模の変動がみられたが、調査期間内の群落そのものの消失は 1地 点

(Ⅵ-3:降 雨増水による洲の消失による)の みであつた。なお、4ぱ 未満の小規模の群落については30地点

程で確認されてお り、これらは増水などにより定着 ・消失を繰 り返 している。

ミズキンバイの生育状況

立地条件については中洲 (約57%)、左右岸の寄洲 (約43%)が ほぼ半々となっており、いずれも河)il内に

堆積 した土砂により生 じた洲に群落が発達 している。また、1つ の中洲を占有 しているものも多く見られた。

陸上部および水際では抽水状または立ち上がる形の生育型 (直立型)と なり、陸から離れるに従い、特に洲の

下流側に流される形で見られる浮葉状の生育型 (浮葉型)の 2型 が区別できる。しばしば浮葉型の茎の節から、

呼吸根 (気根)を 多く出すことが知られている (大滝 ・石戸 1980)。浮葉型の植物体はちぎれやすく、切れ

藻が流下の途中で杭等に引つかかると旺盛に発根 し定着する。降雨等により裸地の洲が生じたとき、漂着 した

切れ藻が旺盛な成長を示 し、群落を形成 していく。つまり、撹乱に,より生じた裸地にいち早く侵入する先駆植

物的な栄養繁殖を行つており、このため優占的な群落を形成 しやすいと考えられる。

花期については、直立型のみに5月 ～11月に多数の開花が見られ、ごくわずかだが12月上旬まで花が確認

された。10月 30日にカウントしたところ呆実 。つぼみも含めると、1茎 当たり1～ 11花 (平均 4.5花)で あ

り、頻度としては3～ 4花 が多くなっていた (図4)。

ミズキンバイが柏尾川に広く分布している理由の一つには、柏尾川における近年の水質の向上があげられる。

ミズキンバイと水質 (特に有機的汚濁)の関係についての詳 しい知見は知られていないが、農薬による影響が

近年の本種の減少理由の一つにあげられている (角野 1994)。また、最も生育量の多かった9.5～ 10.O km区

間において他の沈水植物オオカナダモ、ヨカナダモ、アイノコイ トモの群落をいくつか確認できた。これらの

沈水植物はα中腐水性水域で多く繁茂するとされており (田中 1989)、ミズキンバイも同様な水質階級でよ

く生育すると考えられる。

引用文献

角野康郎 1994:日 本水草図鑑 :7 pp 132pp 文一総合出版

東京

神奈川県 1981～ 1998:各年度 神 奈川県公共用水域の測定

結果 神 奈川県水質保全課

神奈川県RDB生 物調査団 1995:神 奈川県レッドデータ生物

調査報告書 :84pp

神奈川県立生命の星 ・地球博物館 1996:追 われる生きもの

たち :27pp

大滝末男 ・石戸忠 1980:日 本水生植物図鑑 : 56-57 北

龍館 東 京

田中 勝  1989:生 物指標としての水草 :水域生物指標に関

する研究報告 :127-146 横 浜市公害研究所

津田松苗 ・森下郁子 1974:生 物による水質調査法 :76-103

山海堂 東 京

吉倉橋

図1 調 査地域
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図5 ミ ズキンバイの分布 (S=1/10,000)



表 1 柏 尾川におけるミズキンバイ群落一覧

N O 群落番号 距離 (km) 群落規模 (ポ) 群落長 (m) 立地状態 調査 日
1 I - 1 1 0。 3 2 5 8 . 8 1 7 中洲 6月 12日

2 正-2 1 0。 3 1 1 1 1 . 8 2 0 中洲 6月 12日
Ｏ
θ I-3 1 0 . 2 4 3 8 .  7 1 5 中 洲 6月 15日

4 I-4 1 0 ,  1 8 13. 5 1 0 中洲 6月 15日
質
Ｕ I-5 9 . 8 5 2 2 .  8 1 2 中洲 9月 28日

6 正 -1 9 .  7 2 18. 7 9 中洲 9月 28日

7 I l - 2 9 .  6 7 1 1 .  5 7 左 岸 の寄洲 6月 29日

8 I l - 3 9 .  6 6 5 9 . 0 1 4 中 洲 6月 29日

9 t E l - 4 9. 64 3 1 7口 0 5 2 中洲 6月 29日

10 エ ー 5 9 .  6 3 15。  4 7 中洲 8月 25日

I l - 6 9 . 6 1 17. 3 9 中洲 8月 25日
ワ

】
I I - 7 9 .  5 2 3 7 . 4 2 1 左岸の寄洲 6月 29日

13 Ⅱ-8 9。 4 8 30。  4 1 4 左岸の寄洲 6月 29日

14 Ⅱ-9 9 .  2 5 16. 0 8 右 岸 の寄洲 8月 25日
質
Ｕ I l - 1 0 9 . 0 7 5.  9 4 中洲 (一部 ) 8月 25日

16 E E l - 1 8 .  8 7 8.  2 8 中洲 (一部 ) 6月 20日
ワ
‘ E E l - 2 8 .  8 5 2 9 . 4 1‐2 中洲 6月 20日

18 I E l - 3 8 .  8 2 49. 6 2 7 中洲 6月 29日

19 皿 -4 8. 70 7.  1 7 中洲 6月 20日

20 I I I - 5 8 .  3 9 4 6 .  7 3 0 中洲 (一部 ) 6月 29日
つ
乙 I I I - 6 8 ,  3 4 2 6 .  6 2 1 中洲 (一部) 7月 1日

22 l l l - 7 8 .  2 9 5 2 .  9 3 3 中洲 (一部) 7月 1日

23 回 -8 8. 26 3 9 .  8 1 8 中 洲 r一部 ) 7月 1日

24 E E l - 9 8 .  1 6 6, 0 5 中 洲 6月 20日

25 Ⅳ

- 1 7 .  8 9 14. 9 3 9 右岸の寄洲 6月 20日

26 Ⅳ -2 7 .  8 7 30。  1 2 5 右岸 の寄洲 6月 20日
，
ｒ

９
乙 Ⅳ -3 7, 84 48. 2 3 2 右岸の寄洲 6月 20日

28 Ⅳ -4 7 .  8 3 7.  5 1 4 左 岸 の寄洲 6月 20日

29 Ⅳ -5 7 .  8 0 23. 8 1 7 右 岸 の寄洲 6月 20日
つ
θ Ⅳ -6 7 .  7 9 24. 4 2 3 左岸 の寄洲 6月 20日
つ
０ Ⅳ -7 7 .  7 7 2 9。  3 2 8 右岸の寄洲 6月 20日

０
乙

つ
０ I V - 8 7 .  6 9 10。  9 6 中洲 6月 20日

つ
０

つ
０ I V - 9 7 .  6 8 4. 1 3 中洲 8月 25日

34 r v - l o 7 .  5 5 5.  8 6 中洲 8月 25日
質
Ｕ

Ｏ
θ V - 1 7 .  3 9 12. 1 1 2 左 岸 の寄洲 6月 28日

36 V - 2 7 .  3 8 70。  6 3 9 右岸 の寄洲 6月 28日
７
‘ V - 3 7 .  3 7 3 5 .  9 2 0 右岸の寄洲 6月 28日

38 V - 4 7 .  3 6 27. 3 右 岸 の寄洲 6月 28日

3C V - 5 7 .  3 5 6. 5 7 右岸 の寄洲 6月 28日

4C V - 6 7 .  3 3 1 9。 3 1 4 中 洲 6月 28日

41 VI-1 4 .  9 9 4. 1 4 左 岸 の寄洲 8月 25日

42 hrI-2 4 .  9 2 2 1.  1 1 7 中淵 (一部 ) 8月 25日

43 VI-3 4. 54 5. 8 5 右 岸 の寄洲 8月 25日

44 VI-4 4 .  5 0 1 2 .  9 1 3 石 岸 の 寄 洲 8月 25日
△ 計 1 4 5 5。  1

注 1)距 離は、境川との合流点からの値。境川河日から合流点までは、約4.4kmである。

注2)中 洲 :中洲のほとんどを優占している。(一部):中 洲の一部のみを優占している。

注3)群 落規模4.0ぷ未満のものは省略した。

注4)群 落番号は、図 5に対応する。
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神奈川県立自然保護センター報告第16号

神奈川県立自然保護センター野外施設のトンボ (成虫)の 推移 14)
-1988年 ～ 1998年観察記録一

土汚一久*

Transition of the E)ragonaies

in the Kanagawa Prefecttral Nature Consettation Center 14)

Kazuhisa HIJIKATA*

はじめに

神奈川県立自然保護センター(以下センター)野外施設における トンボの推移について1995年には1988年か

ら1993年までの推移 (上方 1995)を、観察記録追加として 1996年(上方 1996)、1997年(上方 1997)に報

告 したが、引き続き行つた1996年、1997年、1998年の観察記録を加え、種の目撃期間と消長について推移が

一目できるよう優めた。

観察の方法

センター野外施設の観察路、一部の池周囲、水辺に隣接 した林の中を1～ 3回 程度巡回 して観察を行つた。

1996年は4月 17日から12月 1日の間に22回、1997年は4月 12日から12月 7日 の間に23回、1998年は

4月 12日から12月 6日 の間に 18回の観察を行った。

目撃できた観察日を0(黒 丸)で 印し、その間を結線 して目撃期間を表わした。1995年7月 初旬から9月

初旬までの間は都合により観察できず、表ではこの期間に網掛け表示した。

*平 塚市黒部丘 7-18
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神奈川県立自然保護センター報告第16号

神奈川県立自然保護センターに保護された

傷病鳥獣の記録 (1998年)

長日茂夫*・森村裕之*

Records on Rescued Wild Animals at Kanagawa

Prefectural Nature Consettation Center(1998)

Shigeo C)sADA* ・ Hiroyuki MoRIMURA*

はじめに

神奈川県立自然保護センター (以下、センター)で は、昭和 53年の開設以来、傷病鳥獣の保護業務を継続

して行ってきた。保護点数は県民の協力等により年々、増加傾向にあり近年は900点超にも及んでいる。神奈

川県では平成 8年 度から野生動物を保護 した際、県下で統一 した記録用紙 (神奈川県傷病鳥獣保護記録表 :資

料 1)を 用いることにより、保護状況、保護原因等のとりまとめを行つている。これらの情報は県内の野生動

物の保護施策に利用できるばかりでなく、生態学的考察にも重要なものとして活用できると考えられる。今回、

このような観点より、1998年 1月 1日から12月 31日までの間の記録のとりまとめを行った。

とりまとめ方法

1998年1月 1日 から12月31日にかけてセンターに傷病鳥獣として保護、搬送された鳥類67種、794点、哺

乳類 11種、129点、合計 78種、923点の記録について各種ごとの受付月別点数を表 1に示 した。この中には

死亡個体としてセンターに搬入されたものも含んでいる。また、この記録から抜粋 した個体について神奈川県

傷病鳥獣保護記録表に基づき保護状況等を表 2、3に 示 した。鳥類では紙面の都合もあり、例年保護点数が多

く、神奈川県レッドデータ生物調査報告書において健在種 J～ Lに ランクされた種等については割愛 した。H甫

乳類については全記録を記載 した。なお、転帰の基準日は 1998年12月 31日 とした。性別の記載は、外貌か

らの判断のほか一部で剖検によるものが含まれている。また、成鳥 ・成獣、幼鳥 ・幼獣の判断は神奈川県傷病

鳥獣保護記録表マニュアルによるほか、図鑑や歯の萌出状況などにより判断 して記録 した。

傷病鳥獣の保護業務は県内のものに限つて受け付けているが、例外として県民が県外で保護 し持ち込んだ一

部も含まれている。

最後にこれらの傷病鳥獣の保護、搬送に御協力いただいた県民、各関係機関に深謝いたします。

参考文献

神奈川県立生命の星 ・地球博物館 1995:神 奈川県レッドデータ生物調査報告書 :257pp

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prcfcctural Nattre Conservation Center
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資料 1(お もて)

◎野生動物の保護 ・搬送 ご苦労様です。神奈川県では今後の保護活動に生かす

ために、統計 をとつていますので ご協 力下 さい。以下にご記入下 さい。

◎ あなた が保 護者 で な い場合 は、上 記 の 保 護 者 氏 名欄 等 とともに、

以
~Fに

も ご 言己入
~Fさ

い 。  (公 共機関の方 は機関 名等の他 に、持込 まれた方 の氏名 もご記入下 さい)

受 付 番 号

種 名

1 .保 護 年 月 日

2.保 護 者 氏 名

3.保 護者 電 話

4.保 護 者 住 所

5,保 護者 年 齢

6.保 護 場 所

年     月     日 ※実時 に保護 した 日をお書 き下 さい。

(    )    自 宅 ・職 場   ※ Oを 付けて下 さい。

71学ヽ全L未 済 ・ ′J 学ヽ生 ・ 中学生 ・ 15-20・ 20ft,30代 ・40イモ・50代 ・60代 ・70代 i_90代'90以 上

※わかれば番地まで、不明の場合も町名又は交差点名 ・学校 名等の目印 をお客き下さい。

7,保 護状況① どんな場所で ?  ※ Oを 付けて下さい。談当しない時はその他にお書き下さい。

道路上 ・側溝の中 ・川の中 ・海岸 ・自宅の庭 ・木の上

その他 (

8.保 護状況② どんな格好で ?  ※ Oを 付けて下さい。該当しない時はその他にお書き下さい。

うつ伏せ ・仰 向け ・横 たわ っていた 。座 っていた 。立 っていた

その他 (

9.保 護状況③ 動 けま した か ?  ※ Oを 付けて下さい。気がついた事があれば、お書 き下さい。

は い 。い い え

気が つ い た事 (

10.保 護状況④ その他 ?     ※ oを 付けて下さい。該当 しない時はその他にお書 き下さい。

嫡が くわ えて いた 。近 くに親 が い た

その 他 (

11.保 護状況⑤ :何か しま したか ? ※ oを 付けて下さい。該当しない時や具体的な内容もお書き下さい。

エサ をあげた 。水 をあげた 。保温 した 。自分で手当した 。動物病院に行 つた

その他 ・具 体 的 内容 (

1 2 .持 込者 氏名 :

1 3 .持 込者 電話 :    (     )     自 宅 口職場   ※ Oを 付けて下さい。

14 持 込者 住 所 :

持込 者

人 数

者

名

付受

氏
◎ ご協 力 あ りが と うご ざいま した。



(うら)

15.収 容 施 設 名

1 6 .  受  付  N d

17.受 付 年 月 日

18. 種       名

1 9 .  性    7 1 j

2 0 .    左 モ
ニ

              齢

神奈川県立 自然保護セ ンター

1990年   月    日    時  _

♂ ・早 ・?(

成 ・幼 ・卵 (

21.現 症①

22.現 症②

23.現 症③

24.現 症④

:外 傷 ?(有 ・無 )

:骨 折 ?(有 ・無 )
司
「

:  元気 ?(有 ・無 )

:  そ の他 の異常

25.保 護原因  :

①犬 ・猫等による

④交通事故

④誤認保護 (誘拐 )

①伝染病 ・寄生虫症

②巣から落ちる

⑤網 ・釣糸等

③違法飼育

①その他

③転落 ・衝突

⑥わな く密猟 ・害獣駆除等 )

③中毒 ・汚染 (鉛 ・農薬等 )

②不明

26.転 帰年月 日 :

27.転 帰事由 :
①死亡 (原 因 )

②放野 (場 所 )

③洵汰 (理 由 )

④移管 (移管先 )

(目  的 )



表 1 傷 病鳥獣別受付月別保護点数

忌 ぼ 名 1日 2日 4日 6日 7月 8 月 9 月 1 0月 1 月 1 2 月 掛

1

サ ギ

ハ フ〔ク

′ヽ ト 1

工 りと レ ア シ シ キ

アカハ ラ 1

アマ サ 千
ワツ′ヽ メ

ウグ イス 1

ウ :

ネ コ 1

セグ ロカモ メ

タカ 1

Jレ1
・
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神奈川県立自然保護センター報告第16号

神奈川県立自然保護センターに救護された傷病鳥獣の

保護点数と保護原因の状況 (1978年から1998年)

かながわ野生動物サポートネットワーク*

Notes on Resucued Animals in Kanagawa Prefecttral

Nature Conservation Center Frolll1 1978 To 1998

KANAGAWA WILD LIFE SUPPORT NETWORK*

はじめに

神奈川県立自然保護センター (以下、センター)で は、昭和53年の開設以来傷病鳥獣の救護業務を行つて

きている。傷病鳥獣の保護点数は年々増加する傾向にあり、ここ数年は年間の保護点数が900点 (羽・頭)前

後にのぼり、開設以来の総保護点数は 1万 点を超えた。

センターでの保護状況については、加藤 ・石渡により1996年及び 1997年についてまとめられているが、そ

れ以前の記録については未整理であつた。過去の記録をとりまとめ、保護原因や保護状況を分析、把握するこ

とは今後の野生動物保護管理に活用されるほか、県内の野生動物の分布、繁殖、渡り等の情報としても重要と

考えられる。

今回、センターの過去の記録表からこれまでの保護状況に関してとりまとめたので報告する。(まとめと文

責 :石渡和夫 ・加藤千晴 ・葉山久世)

とりまとめ方法

1975(昭和 53)年 から1998(平成 10)年 3月 にかけて、センターに傷病鳥獣として保護 ・搬送された鳥類

153種、9,132羽 ・哺乳類 18種、1,360頭の合計 171種、10,492点の記録を対象にした。

集計には、搬送途中で死亡した個体や斃死体として収容された個体も含めた。家畜、ペット動物及びこれら

に出来するものは除いた。また、狩猟用に放された鳥類、卵での保護、保護個体が産卵、出産したケースと県

外で保護 され持ち込まれたケースも除いた。レースバ トと狩猟用に放鳥されたキジは、それぞれ ドバ ト、キジ

とは区別 して集計 した (表1、図 1)。なお、保護原因の比率計算にあたつては、卵での保護、保護個体の産

卵、出産 したケースを除いた。

とりまとめたデータのうちのほとんどはデータベース化される前の記録である。これらの過去の記録表の中

で明らかに間違いと判断されるものについては訂正し、記載内容から推測可能な情報がある場合は読みとつ

た。年齢、保護原因等については 「神奈川県傷病鳥獣保護記録表記入マニュアル」を基準に判断 し記録 した

(図2、 図 3)。

今後の取 り組みについて

今回の報告はページ数の関係で、数量的なまとめにとどまったが、保護原因の分析はもとより、保護状況の

年次変化など調査、研究すべき貴重な内容が20年の蓄積データの中に残されている。

*か なが わ野生 動物 サ ポー トネ ッ トワー ク KANAGAWA WILDLIFE SUPPORT NETWORK
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神奈川県では第 8次 鳥獣保護事業計画書において、傷病鳥獣の保護は 「鳥獣保護思想の普及」の項に位置づ

けている。しかしながら現在では救護された野生動物を単に鳥獣保護思想の普及に活用するだけでは充分とは

言い難い。同書にも記載されているとお り「鳥獣の保護管理のための調査 ・情報収集機能の充実」がいつそう

望まれるところである。救護された野生動物からは様々なデータを得ることが可能である。例えば科学的情報

(救護 された動物の観察より得られる知見、保護原因から人間の野生動物に対する影響の評価、感染症の流行

地域の推移等)、自然保護的情報 (動物の分布 ・渡りに関する情報、希少種の個体保護)、教育用の素材 (環境

教育に利用可能な様々なデータ)な どが考えられる。これらのデータを収集、蓄積、分析 し活用することは野

生動物の保護管理を進めるうえでも大変効率的かつ有効な方法の一つである。

傷病鳥獣から得られるデータはこのように普及啓発分野での使用にとどまらず、野生動物全般の科学的情報

等の蓄積や保護管理に活用されることが不可欠である。そのために傷病鳥獣の救護データを眠らせることなく

活用できる形に整理 し、可能なものは情報公開することは緊急の課題であろう。できれば随時、県内の保護記

録表をとりまとめて集計 し、分析 ・評価を行い、神奈川県の自然保護行政や市民による自然保護活動に生かし

ていきたいものである。

参考文献

神奈川県 1997:第 8次 鳥獣保護事業計画書 :32pp

加藤千晴 ・石渡和夫 1997:神 奈川県立自然保護センターに保護された傷病鳥獣の記録から (1996年)神 奈

川県立自然保護センター報告 14:37-52

加藤千晴 ・石渡和夫 1998:神 奈川県立自然保護センターに保護された傷病鳥獣の記録から (1997年)神 奈

川県立自然保護センター報告 15:61-76

神奈川県立自然保護センター野生動物課:神奈川県下で観察された野生動物の目撃情報 神 奈川県立自然保護

センター報告 15:15-28
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神奈川県立自然保護センター報告第16号

神奈川県立自然保護センターに保護された

セグロアジサシの記録クロアジサシと

島村恵美*・石日スーザン**・森重京子*

Notes on Rescured И ttθ″ざざrO′″̀力s and S姥 /″αy加ごα筋

in Kanaga、va Prefectural Nature Conservation Center

Megunli SHIMAMURA*° SuZan lsHIDA**・ Kyoko MoRISHIGE*

はじめに

1998年9月 、神奈川県立自然保護センター (以下、センター)に 相次いでクロアジサシ (文″θ″s srθ′′肋s)、

セグロアジサシ (srα″αルsCαrα)が 保護されたのでここに報告する。

クロアジサシ

まれに本州をはじめ北海道、九州でも迷鳥として記録されるが、ふつう夏鳥として南西諸島に生息する海洋

性アジサシ類の一つである。

1998年9月 18日、小日原市扇町の酒匂川付近の道路上に座 り込んでいるところを保護され、センターに搬

入された。搬入時、右上腕骨のかなり肩に近い所が、非開放性に骨折し、その周囲は血腫となり、自力で起立

はできるが元気は消失 していた (写真 1)。

各計測値は次の通 りであつた。体重 163g、 翼長 290 mm、尾長 157 mm、嘴峰 40 mm、ふ棟長 23 mm。

右翼はテーピングを施 し、ヒヨコ電球をつけた保温箱の中で 5日 間安静にさせた後、大型のカゴヘ移した。

自力採餌 しなかつたため、1日 2回場合によつては 1日 3回 以上に分けて、アジ、イワシなどを飲み込みやす

い大きさに切つたものにビタミン剤を添加 し、強制給餌 しつづけたものの 9月 29日に死亡した。死亡時体重

は 172gで あつた。

セグ回アジサシ

クロアジサシ同様、夏鳥として南西諸島や小笠原諸島に渡来するアジサシ類で、本州などの地域でも迷鳥と

して記録される。

センターヘは 1998年9月 24日、小日原市内の動物園より移管されてきたものである (写真 2)。保護場所

など詳細は、保護者から得られた情報が皆無で、同9月 21日に保護者が動物園に持つてきた、ということ以

外何もわからない。

各計測値は次の通 りであつた。体重 160g、 翼長 270 mm、尾長 136 mm、嘴峰 41 mm、ふ嫌長 26 mm。

外傷、骨折などが見られなかったため、体力の回復に努めることで放野も可能かと思われたが、自力採餌し

ないばかりか強制給餌したものを吐いてしまうなど、かなり神経質であった。10月17日あたりからは起立で

きなくなり、網でハンモックを作って体を支え、足に体重負担がかからないようにするなどしてみたが、10月

*神 奈川県立自然保護センター Kanag a w a

* *か ながわ野生動物サポー トネットワーク

Prcfectural Naturc Conservation Center

Kanagawa Wildlifc Support Network
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20日に死亡した。死亡時体重は 172gで あつた。

おわ りに

クロアジサシ、セグロアジサシとも神奈川県においては迷鳥であり、その目撃報告も数少ない珍 しい種類で

ある。

センターが1978年に傷病鳥獣の保護を始めて以来、セグロアジサシについては、1983年8月 17日に大磯海

岸で保護されたという記録のみである。神奈川県としては合計 12例の迷行記録がある他、1993年には城山町

で若鳥の保護記録が、1998年9月 には藤沢市で若鳥の撮影記録があり、これらは神奈川の鳥1991-96(日 本

野鳥の会神奈川支部 1998)に 示されている通 りである。

一方、クロアジサシについては、センターでの保護記録はなく、神奈川県としてもその報告はほとんどない

が、1998年9月 に藤沢市で姿を撮影 したものが初記録 とされている (日本野鳥の会神奈川支部 1998)。

今回、このように珍 しい 2種 が相次いで保護された理由として、9月 15日から9月 16日にかけて台風 5号

が、 また9月 20日から9月 21日にかけて台風 8号 が、 さ らに22日にヤよ台風 7号 が通過 した、 ということが

考えられる。神奈川県もそのつど激 しい雨風に見舞われてお り、これらの台風により運ばれてきた可能性が高

いと思われる。台風はこれ らアジサシ類の繁殖地や生息地においても脅威であり、生息数調査を行 うのにも台

風襲来の前と後ではその結果に大きく差が生 じるようである。‐

両種とも残念ながら回復することなく死んでしまったが、この保護記録はセンターだけでなく神奈)|1県の記

録としても貴重なものとなるだろう。

引用文献

沖縄タイムス社 1996i沖 縄タイムスホームページニュース :http://inforyukyu.or.jp/o‐times/day/

199607171700.httnl

日本野鳥の会神奈川支部 1998:神 奈川の鳥 1991-96

世界文化社 1984:決 定版 生 物大図鑑鳥類

平凡社 1996:日 本動物大百科 3鳥 類 I



巾胡
い
ヽ
出

ンン

写真 1 ク ロアジサシ

写真 2 セ グ回アジサシ





神奈川県立自然保護センター報告第16号
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神奈川県立自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査 仔)
一 成虫発生状況調査 ―

とりまとめ :赤岩興一*

Notes on Firenies in the Kanagawa Prefecttral Nature Conselvation Center(7)

Kolchi AKAIWA*

調査 目的

ホタルの生息状況を明らかにし、自然保護センター野外施設の特性である谷戸の環境全体をとらえる一つの

指標とするために、野口 (1993、1994、1995)お よび石渡 (199611997、1998)に 引き続き、本年度もホタ

ル生息状況総合調査の一環として、ゲンジボタル (L″c,οtt cr″すαrα)、ヘイケボタル (L″すθル 筋ヶα′な)の 成

虫発生状況調査を実施 したのでここに報告する。

調査方法

多々良沢沿いの園路に調査コース (図1)を 設定し、ゆっくりした速度で歩きながら見える範囲を目視によ

り記録 していった。なお記録内容の図示にあたっては往路、復路いずれか一方についての記録を採用し、その

他については参考記録とした。

また、多々良沢の上、中、下流にポイン トを設け (図2)、気温、水温、地温を測定し、その他自然環境に

ついても記録 していった。

調査期間は1998年 5月 30日から8月 17日までの延べ 15日間にわたり、概ね午後8時 から9時 までの 1時

間で調査を行つた。本調査は自然観察指導員、傷病鳥獣
一般ボランテイアおよびセンター職員等の延べ65人

で実施 した。本調査にご協力いただいた方々にここで厚くお礼を申し上げる。

調査結果

調査 したデータは次のとおりである。調査をしていく過程でクロマ ドボタル (ぅ殉cοgriαヵ″ 。sα)の 幼虫

も確認できたので併せて記載 しておく。

調査員

赤岩興一、秋山 修 、新井雅子、石井陽一
、伊藤 治 、大津昇一

、大矢通昭、長田茂夫、河口 浚 、坂本堅

五、佐々木あや子、塩沢徳夫、篠木俊裕、須賀
一夫、草郷世津子、高崎好計、日中佐佳子、長門 渉 、西田和

子、橋本澄人、橋本ふみ子、畠山 駿 、花上友彦、羽太博樹、宮崎直緒子、森村裕之、安井啓子、山崎 弘 、

山野澄子、渡辺ふみ子

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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データ 1 5月 30日 (土)晴 れ

○風はなし。月は見えない。星はなし。

①シュレーゲルアオガエルの鳴き声しきり。

①ホタルの成虫確認できず。

O St.1 気 温 21.0度、水温18.0度、地温22.0度

〃 21. 4度、 〃 17.0度、 〃 19.5度

〃 20. 3度、 〃 16.9度、 〃 19.2度

St.2 〃 17.3度 、 〃 18.0度 、 〃 19.1度

St。3 〃 16.5度 、 〃 16.8度 、 〃 17.2度

○調査時間 19:30～ 20:50

データ4 6月 17日 (水)曇 り

○風はなし。月、星は見えない。

①カルガモ、ホ トトギス、シュレーグルアオガエ

ル、クサヒバ リの鳴き声あり。

○ゲンジボタルの成虫40か 所で115匹確認。図 5

1 園 路脇の草むらに 1匹 (オス 1)

2 園 路脇を飛翔 4匹 (オス4)

3 沢 沿いの木の上に3匹 (オス、メス不明)

4 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

5 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

6 沢 の上を飛翔 2匹 、沢沿いの木の上に5

・匹、計 7匹 (オス7)

7 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

8 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

9 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

10 沢 沿いの木の上に 1匹 (オス 1)

11 沢 の上を飛翔 2匹 (オス2)

12 池 の上を飛翔 2匹 (オス2)

13 沢 の上を飛翔4匹 (オス4)

14 沢 の上を飛翔 6匹 、クモの巣に 1匹 、計

7匹 (オス 7)

15 沢 の上を飛翔 3匹 (オス3)

16 沢 の上を飛翔 2匹 (オス2)

17 園 路脇を飛翔 3匹 (オス3)

18 池 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

19 池 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

20 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

21 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

22 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

23 園 路脇を飛翔 1匹 (オス 1)

24 沢 沿いの木の上に 1匹 (オス 1)

25 園 路脇を飛翔 5匹 (オス5)

26 沼 の上を飛翔 16匹 (オス 16)

27 園 路脇の草むらに 1匹 (メス 1)

28 沼 の上を飛翔 3匹 (オス3)

29 沼 の上を飛翔 1匹 、木の上に2匹 、計 3

匹 (オス3)

30 沼 の上を飛翔 6匹 (オス6)

St. 2

S t . 3

○調査時間 19:15～ 20:30

データ 2 6月 3日 (水)雨 後曇り

○風はなし。

○シュレーゲルアオガエルの鳴き声のみしきり。

○ゲンジボタルの成虫3か 所で3匹確認。図3

1 沼 の中の木に 1匹 (メス 1)

2 沼 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

3 沼 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

① St.1 気 温 16.5度、水温 18.0度、地温 18.1度

St.2 〃  16.7度 、 〃 16.4度 、 〃 17.6度

St.3 〃 16.6度 、 〃 16.4度 、 〃 17.4度

○調査時間 19:40～ 20:40

データ 3 6月 10日 (水)曇 り

○風はなし。

①シュレーグルアオガエルの鳴き声あり。

①ゲンジボタルの成虫 12箇 所で26匹 確認。

図4

1 沢 の斜面沿いを飛翔 1匹 (オス、メス不

明)

2 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

3 沢 沿いの木の上に2匹 (オス、メス不明)

4 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

5 沢 の上を飛翔 6匹 (オス、メス不明)

6 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

7 沢 の上を飛翔 4匹 (オス、メス不明)

8 沢 沿いに4匹 (木の上 2、飛翔 2、オス、

メス不明)

9 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

10 沼 沿いの革むらに 1匹 (オス、メス不明)

11 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

12 園 路沿いの木の上に 1匹 (オス、メス不

明)

O St.1 気 温 17.8度 、水温 19.5度 、地温 18.7度



31 沢 の上を飛翔 6匹 (オス6)

32 沼 の上を飛翔 3匹 、革むらに 1匹 、計4

匹 (オス4)

33 沼 の上を飛翔 3匹 (オス3)

34 沼 の上を飛翔 5匹 (オス5)

35 沼 の上を飛翔 3匹 (オス3)

36 沼 の上を飛翔 2匹 (オス3)

37 沼 の上を飛翔 3匹 (オス3)

38 沼 の上を飛翔 3匹 (オス3)

39 園 路脇の草むらに 1匹 (オス 1)

40 池 の中の木の上に1匹 (オス 1)

○ヘイケボタルの成虫 1か所で 1匹確認。図 12

1 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

①クロマ ドボタルの幼虫2か所で3匹確認。図24

1 園 路脇の落葉の上に1匹

2 園 路脇の木の枝に 1匹 、上の上に 1匹 、

計 2匹

O St.1 気 温20.0度、水温19.9度、地温20.1度

St.2 〃  20.0度 、 〃 16.7度 、 〃 19.4度

St.3 〃  18.6度 、 〃 16.2度 、 〃 18.6度

①調査時間 19:30～ 20:45

データ 5 6月 23日 (火)曇 り

○風はなし。月、星は見えない。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①ゲンジボタルの成虫43か所で119匹確認。図6

1 沢 沿いの斜面に 1匹 (オス、メス不明)

2 沢 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

3 沢 の上を飛翔 2匹 (オス2)

4 沢 の_Lを飛翔 3匹 (オス2)

5 池 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

6 池 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

7 園 路脇に 1匹 (オス、メス不明)

8 沢 の上を飛翔 10匹 (オス 10)

9 沢 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

10 沢 の上を飛翔4匹 (オス、メス不明)

11 沢 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

12 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

13 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

14 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

15 沢 の斜面に 1匹 (オス、メス不明)

16 池 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)
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17 回 路の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

18 池 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

19 園 路の上を飛翔4匹 (オス、メス不明)

20 池 の上を飛翔 3匹 (メス3)

21 池 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

22 池 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

23 池 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

24 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

25 池 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

26 園 路上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

27 池 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

28 池 の上を飛翔4匹 (オス、メス不明)

29 沢 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

30 園 路脇に2匹 (オス、メス不明)

31 園 路脇に2匹 (オス、メス不明)

32 回 路の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

33 沢 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

34 林 の中に7匹 (オス、メス不明)

35 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

36 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

37 園 路の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

38 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

39 園 路脇に2匹 (オス、メス不明)

40 園 路の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

41 園 路脇に 1匹 (オス、メス不明)

42 沼 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

43 沢 の斜面に 1匹 (オス、メス不明)

①ヘイケボタルの成虫3か 所で4匹 確認。図 13

1 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

2 回 路の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

3 園 路の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

①クロマ ドボタルの幼虫 1か所で 1匹確認。図25

1 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

① St.1 気温 17.2度、水温 17.1度、地温 18.1度

St.2 〃 17.2度、 〃 15.5度、 〃 16.0度

St.3 〃 17.9度、 〃 15.5度、 〃 16.0度

○調査時間 19:25～ 20:40

データ6 6月 27日 (土)曇 り

○風はなし。月、星は見えない。

○ゲンジボタルの成虫31か所で85匹確認。図 7

1 園 路脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)
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2

3

4

5

6

7

8
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10

11
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14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

園路脇の草む らに 2匹 (オス

園路脇の木の上に 1匹 (メス

園路脇を飛翔 4匹 (オス 2、

沢の上を飛翔 1匹 (オス、メ

沢沿いの木の上に 1匹 (メス

沢沿いの木の上に 1匹 (メス

沼の上を飛翔 1匹 (オス 1)

沼の上を飛翔 1匹 (オス 1)

沼の上を飛翔 1匹 (オス 1)

沢沿いを飛翔 1匹 (オス 1)

沢沿いの木の上に 1匹 (メス

園路の上に 1匹 (メス 1)

沢沿いの木に 1匹 (メス 1)

沢沿いを飛翔 2匹 (オス 2)

沢沿いを飛翔 6匹 (オス 3、

池の上を飛翔 1匹 (オス 1)

池の上を飛翔 2匹 (オス 2)

沢沿いを飛翔 2匹 (オス 2)

沢沿いを飛翔 2匹 (オス 2)

池の上を飛翔 3匹 (オス 3)

沢沿いを飛翔 10匹 (オス 9、

沢沿いを飛翔 3匹 、草の上に

いに 2匹 、計 6匹 (オス 3、

沼の上を飛翔 6匹 (オス 6)

沼の上を飛翔 1匹 (オス 1)

沼の上を飛翔 2匹 (オス 2)

沼の上を飛翔 1匹 (オス 1)

沼の木の上に 2匹 (メス 2)

沼の上を飛翔 4匹 (オス 4)

沼の木の上に 2匹 (メス 2)

O St.1 気 温 24.5度 、水温 21.4度 、地温 23.1度

St。2 〃 23.9度 、 〃 17.9度、 〃 22.0度

St.3 〃 23,3度 、 〃 17.8度 、 〃 21.6度

○調査時間 20:00～ 21:00

データ 7 7月 2日 (木)晴 れ

○風はな し。

①キジの鳴き声あ り。

①ゲンジボタルの成虫 17か所で 37匹確認。図 8

1 沼 の木の上に 2匹 (オス 2)

2 園 路沿いを飛翔 1匹 (オス 1)

3 沢 沿いを飛翔 1匹 (オス 1)

4 沼 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

5 沼 の木の上に 1匹 (オス 1)

6 沢 沿いを飛翔 3匹 (オス 3)

7 園 路沿いの木の上に 2匹 (オス 2)

8 沼 の上を飛翔 3匹 (オス 3)

9 沢 沿いの木の上に 2匹 (オス 2)

10 沼 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

11 沼 の上を飛翔 2匹 (オス 2)

12 沼 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

13 沼 の上を飛翔 4匹 (オス 4)

14 沼 の木の上に 2匹 (オス 2)

15 沼 の上を飛翔 2匹 (オス 2)

16 沼 の草む らに 3匹 (オス 3)

17 沼 の上を飛翔 6匹 (オス 3)

①ヘイケボタルの成虫 18か所で 62匹 確認。図 15

1 園 路脇の草む らに 1匹 (メス 1)

2 園 路脇の木の上に 6匹 (オス 3、メス 3)

3 沢 沿いの木の上に 3匹 (オス 3)

4 沢 沿いの木の上に 1匹 (オス 1)

5 園 路沿いの本の上に 1匹 (オス 1)

6 園 路沿いの木の上を飛翔 4匹 (オス 4)

7 沼 の上を飛翔 9匹 (オス 9)

8 沼 の上を飛翔 3匹 (オス 3)

9 沼 の上を飛翔 3匹 (オス 1、 メス 2)

10 沢 沿いの木の上に 2匹 (オス 2)

11 沼 の上を飛翔 3匹 (オス 3)

12 沼 の草む らに 2匹 (オス 2)

13 沼 の上を飛翔 3匹 (オス 3)

14 沼 の木の上に 3匹 (オス 3)

15 沼 の上を飛翔 4匹 (オス 4)

2)

1 )

メス 2)

ス不明)

1)

1 )

メス 3)

メス 1)

1匹 、沢沿

メス 3)

沼の上を飛翔 11匹 、沼の木の上に 4匹 、

計 15匹 (オス 11、メス 4)

○ヘイケボタルの成虫8か 所で26匹確認。図 14

1 池 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

2 沼 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

3 沼 の上を飛翔 3匹 (オス 3)

4 沼 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

5 沢 沿いの斜面に3匹 (オス、メス不明)

6 沼 の上を飛翔 4匹 、木の上に2匹 、計6

匹 (オス4、 不明 2)

7 沼 の上を飛翔 8匹 (オス8)

8 園 路脇を飛翔 1匹 (オス 1)



16 沼 の上を飛翔 3匹 (オス3)

17 沼 の上を飛翔 3匹 (オス3)

18 池 の草むらに8匹 (オス8)

O St.1 気 温25,0度 、水温23.0度 、地温24,3度

St.2 〃 24.2度 、 〃 18.7度 、 〃 21.4度

St,3 〃 24.2度 、 〃 18.5度 、 〃 20.0度

○調査時間 19:40～ 20:50

データ 8 7月 7日 (火)曇 り

○風はなし。月はかすんでいる。星は見えない。

○キリギリスの鳴き声あり。ザリガニがいる。シ

カ、タヌキ、アブラコウモ リ、ジネズミの鳴き

声を聞く。

○ゲンジボタルの成虫 10か所で 12匹確認。図9

1 沢 沿いに 1匹 (オス、メス不明)

2 園 路脇の沼を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

3 園 路脇の沼を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

4 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

5 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

6 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

7 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

8 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

9 園 路上に 1匹 (オス、メス不明)

10 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

○ヘイケボタルの成虫29か所で117匹確認。図16

1 園 路上に 1匹 (オス、メス不明)

2 池 の脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

3 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

4 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

5 園 路脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

6 池 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

7 園 路脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

8 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

9 沼 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

10 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

11 池 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

12 沼 の上を飛翔4匹 (オス、メス不明)

13 沢 沿いの木の上に3匹 (オス、メス不明)

14 沢 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

15 回 路脇の草むらに13匹 (オス、メス不明)

16 園 路上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

17 沼 の上を飛翔 13匹 (オス、メス不明)
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18 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

19 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

20 沼 の上を飛翔 6匹 (オス、メス不明)

21 沼 の上を飛翔 8匹 (オス、メス不明)

22 沼 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

23 園 路上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

24 沼 の上を飛翔 4匹 (オス、メス不明)

25 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

26 沼 の上を飛翔 6匹 (オス、メス不明)

27 沼 の上を飛翔 10匹 (オス、メス不明)

28 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

29 沼 の上を飛翔 9匹 (オス、メス不明)

①クロマ ドボタルの幼虫7か所で10匹確認。図26

1 園 路脇に4匹 (オス、メス不明)

2 沢 沿いに 1匹 (オス、メス不明)

3 沢 沿いに 1匹 (オス、メス不明)

4 沢 沿いに 1匹 (オス、メス不明)

5 沢 沿いに 1匹 (オス、メス不明)

6 園 路脇に 1匹 (オス、メス不明)

7 池 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

① St.1 気温25.4度、水温22.6度、地温23.6度

St. 2  〃 24. 7度、 〃 17,7度、 〃 21.5度

St。3 〃 24. 1度、 〃 17.7度、 〃 21,3度

○調査時間 20:00～ 21:00

データ 9 7月 12日 (日)雨

○風はなし。月、星は見えない。小雨が降り続く。

○ホタルは、草むら、林の中に見られる。

①ヘイケボタルの成虫 14か所で 18匹確認。図 17

1 園 路沿いの水辺の草むらに 2匹 (オス、

メス不明)

2 園 路沿いの本の上に 1匹 (オス、メス不

明)

3 池 の脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

4 池 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

5 池 の脇の草むらに 1匹 (オス、メス不明)

6 園 路脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

7 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

8 林 の周辺を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

9 林 の周辺を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

10 林 の周辺を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

11 園 路脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)



12 林 の周辺を飛翔 4匹 (オス、メス不明)

13 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

14 園 路脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

① St。1 気 温 18.0度、水温20.0度、地温21.3度

St,2 〃  17.8度 、 〃 18.2度 、 〃 20.6度

St.3 〃 17.3度、 〃 18.3度、 〃 20。5度

○調査時間 19:00～ 20:50

データ10 7月 17日(金)曇 り

○風は弱い。月、星は見えない。

①ゴイサギ、コジカの鳴き声あり。トビナナフシ、

カタツムリがいた。

○ゲンジボタルの成虫2箇 所で 2匹 確認。図 10

1 園 路脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

2 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

①ヘイケボタルの成虫 12か所で49匹確認。図 18

1 池 の水辺を飛翔4匹 (オス、メス不明)

2 沢 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

3 沼 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

4 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

5 園 路上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

6 園 路脇を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

7 沼 の上を飛翔 8匹 (オス、メス不明)

8 沼 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

9 沼 の上を飛翔 6匹 (オス、メス不明)

10 園 路上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

11 沼 沿いを飛翔 6匹 (オス、メス不明)

12 池 沿いを飛翔 5匹 (オス、メス不明)

①クロマ ドボタルの幼虫4か 所で4匹 確認。図27

1 沢 沿いを飛翔 1匹 (オス、メス不明)

2 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

3 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

4 沢 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

O St.1 気 温20.5度、水温 18.6度、地温 19.0度

St.2 〃 20.7度 、 〃 17.2度 、 〃 18,7度

St,3 〃 21.4度 、 〃 17.0度 、 〃 18.7度

○調査時間 19:30～ 21:00

データ 11 7月 23日 (本)曇 り

○風は弱い。月、星は見えない。

①ゴイナギ、アオサギがお り、上空を飛ぶ。

①ヘイケボタルの成虫32か 所で94匹 確認。図 19

1 園 路上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

2 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

3 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

4 園 路脇に3匹 (オス、メス不明)

5 園 路上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

6 園 路上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

7 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

8 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

9 沼 の上を飛翔 9匹 (オス、メス不明)

10 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

11 回 路脇に3匹 (オス、メス不明)

12 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

13 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

14 園 路上に 1匹 (オス、メス不明)

15 沼 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

16 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

17 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

18 沼 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

19 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

20 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

21 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

22 沼 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

23 沼 の上を飛翔 12匹 (オス、メス不明)

24 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

25 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

26 園 路上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

27 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

28 沼 の上を飛翔4匹 (オス、メス不明)

29 沼 の上を飛翔 5匹 (オス、メス不明)

30 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

31 沼 の上を飛翔 3匹 (オス、メス不明)

32 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

①クロマ ドボタルの幼虫7か所で10匹確認。図28

1 園 路脇に2匹 (オス、メス不明)

2 園 路脇に 1匹 (オス、メス不明)

3 園 路上に 1匹 (オス、メス不明)

4 沢 の上に3匹 (オス、メス不明)

5 沢 の上に 1匹 (オス、メス不明)

6 園 路上に 1匹 (オス、メス不明)

7 回 路上に 1匹 (オス、メス不明)

O St.1 気 温24,0度、水温23.2度、地温23.8度

St,2 〃 23.4度、 〃 17.9度、 〃 21.7度



St。3 〃 22.4度、 〃 17.1度 、 〃 21.2度

○調査時間 19:20～ 21:00

データ 12 7月 27日 (月)晴 れ

○風は微風。月がでている。星がたくさん見える。

①カエルが鳴いていた。数種類の昆虫がいた。

○ゲンジボタルの成虫2か 所で3匹 確認。図 11

1 池 の脇の車むらに2匹 (オス、メス不明)

2 池 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

①ヘイケボタルの成虫 11か所で 18匹確認。図20

1 沼 の上を飛翔 2匹 (オス 1、 メス 1)

2 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

3 沼 の上を飛翔 1匹 (オス)

4 沼 の上を飛翔 1匹 (メス)

5 沼 の上を飛翔 4匹 (オス2、 メス2)

6 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

7 沼 の上を飛翔 2匹 (オス、メス不明)

8 園 路脇に 1匹 (メス)

9 沢 沿いの木の上に 1匹 (メス)

10 沢 沿いの草むらに2匹 (メス)

11 沢 の上を飛翔 1匹 (メス)

①クロマ ドボタルの幼虫4箇 所で9匹 確認。図29

1 園 路脇の草むらに 1匹 (オス、メス不明)

2 園 路脇の木の上、草むらに2匹 (木の上

1、 草むら1、 オス、メス不明)

3 沢 沿いの草むらに4匹 (オス、メス不明)

4 沢 沿いの事むらに2匹 (オス、メス不明)

O St.1 気 温26.3度 、水温23.8度、地温24.2度

St。2 〃 24. 3度、 〃 18.8度、 〃 23.1度

St. 3  〃 24。3度、 〃 18.6度、 〃 21.7度

①調査時間 19:30～ 21:00

データ 13 8月 3日 (月)雨

○風はなし。

①ヘイケボタルの成虫6か 所で8匹 確認。図21

1 沢 の上を飛翔 1匹 (オス 1)

2 沢 の木の上に 3匹 (オス3)

3 沢 の木の上に 1匹 (オス 1)

4 沢 沿いを飛翔 1匹 (オス 1)

5 沢 沿いを飛翔 1匹 (オス 1)

6 沢 沿いの草むらに 1匹 (オス 1)

① St.1 気 温25.0度、水温24.0度、地温24.8度
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St.2 〃 24.7度、 〃 19.4度、 〃 23.8度

St.3 〃 24.3度、 〃 19.1度、 〃 23.3度

○調査時間 19:50～ 20:50

データ14 8月 10日 (月)曇 り

○風はな し。

①カルガモ、子ネコがいた。

①ヘイケボタルの成虫2か 所で 3匹確認。図22

1 園 路脇の木の上に2匹 (オス、メス不明)

2 沼 沿いを飛翔 1匹 (オス、メス不明)

○クロマ ドボタル幼虫3か 所で3匹 確認。図30

1 沢 沿いに 1匹 (オス、メス不明)

2 沢 沿いに 1匹 (オス、メス不明)

3 園 路上に 1匹 (オス、メス不明)

O St.1 気 温23.0度、水温 19.5度、地温23.1度

Sf 2 〃 22.6度、 〃 19.5度、 〃 22.7度

St.3 〃 22.3度、 〃 18.7度、 〃 22.1度

○調査時間 19:00～ 20:00

データ 15 8月 17日 (月)薄 曇り

○風はなし。月、星は見えない。非常に蒸 し暑い。

①虫の鳴き声しきり。セミ、ガが飛ぶ。ホタル元

気なく、光弱い。

①ヘイケボタルの成虫4か 所で4匹 確認。図23

1 池 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

2 沼 沿いの森林の中を飛翔 1匹 (オス、メ

ス不明)

3 沼 沿いのブッシュの中を飛翔 1匹 (オス、

メス不明)

4 沼 の上を飛翔 1匹 (オス、メス不明)

①クロマ ドボタル幼虫 1か所で 1匹確認。図31

1 沢 沿いの草むらに 1匹 (オス、メス不明)

O St.1 気 温26.9度、水温25.5度、地温26.2度

St.2 〃 26.9度、 〃 20.7度、 〃 24.7度

St。3 〃 26.4度、 〃 20.0度、 〃 24.2度

○調査時間 19:20～20:30
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図 1 調 査コース

図2 気 温 ・水温 ・地温の測定ポイント
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ゲンジボタルの観察ポイント

図3 1998年 6月 3日

図5 1998年 6月 17日

図 7 1 9 9 8年 6月 27日

図9 19 9 8年 7月 7日

図4 1 9 9 8年 6月 10日

図 6 1 9 9 8年 6月 23日

図 8 1998年 7月 2日

図 1019 9 8年 7月 17日

図 11 1 9 9 8年7月 27日

ヘイケポタルの観察ポイント

図 1219 9 8年 6月 17日



図 1319 9 8年 6月 23日

図 151 9 9 8年 7月 2日

図 171 9 9 8年 7月 12日

図 191 9 9 8年 7月 23日

図 14 1998年 6月 27日

図 16 199 8年7月 7日

図 181 9 9 8年 7月 17日

図 201 9 9 8年 7月 27日

図 21 1 9 9 8年8月 3日 図 221 9 9 8年 8月 10日
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図2319 9 8年 8月 17日

図 25 1998年 6月 23日

図27 199 8年7月 17日

図 291 9 9 8年 7月 27日

クロマドボタルの観察ポイント

図2419 9 8年 6月 17日

図 261998年 7月 7日

図 281 9 9 8年 7月 23日

図 301 9 9 8年 8月 10日

図 31 1 9 9 8年8月 17日
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図32 St.1における気温、水温、地温の変化

5/30 6/8  6/10 6/17 6/23 6/27 7/2  7/7 7/12 7/17 7/23 7/27 8/3 8/10 8/17  (月日)

図33 St.2における気温、水温、地温の変化
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図34 St.3における気温、水温、地温の変化

5/30 6/3 6/10 6/17 6/23 6/27  7/2 7/7  7/12 7/17 7/23 7/27 8/3 8/10 8/17 (Л日)
図35 ゲンジボタルおよびヘイケボタルの観察数
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神奈川県立自然保護センター報告第16号

平成10年 神奈川県立自然保護センター野外施設気象データ

神奈川県立自然保護センター

Deta of 、 veather in Kanagawa Prefectural Nature Conservation Cente止

K:anaga、va Prefectural Nature Conselwation Center

自然保護センター野外施設の谷戸の自然環境を把握 し、野外施設で発生 した様々な自然現象の基礎的データ

として活用するため、気象観測 (気温、湿度、地温、水温及び降雨量)を 行いそのデータをとりまとめたので

報告する。

各気象現象の観測方法、データ処理方法は以下のとお りである。

1気 温

(1)観 測機器 :僻いす 製ゞ作所製 電 子式自記温湿度計。

(21 観測機器設置場所 :図 1参照。

(3)デ ータ処理方法

平均 :3、 6、 9、 12、15、18、21、24時の各正時値の8回 平均値。

最高 (低):任 意時刻の瞬問値中の最高 (低)。

なお、各表の空欄は未測定。

2湿 度

(1)観 測機器 :僻いす 製ゞ作所製 電 子式自記温湿度計。

121 観測機器設置場所 :図 1参 照。

(3)デ ータ処理方法

平均 :3、 6、 9、 12、15、18、21、24時の各正時値の8回 平均値。

最小 :任意時刻の瞬間値中の最小。

なお、各表の空欄は未測定。

3 地  温

(1)観 測機器 :榊いす 製ゞ作所製 電 子式自記隔測温度計。

12)観 測機器設置場所 :図 1参 照。

13)デ ータ処理方法

最高 (低):任 意時刻の瞬間値中の最高 (低)。

なお、各表の空欄は未測定。

4 水  温

(1)観 測地点 :図 1参 照。
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121 観測方法 :午前 9時 から10時頃の間に電子温度計を使用 し、各ポイン トの水面下5～ 10 cmの水温を測

定。なお、各表の空欄は未測定。

5 降 雨量

(1)観 測機器 :僻池田計測器製作所製 雨 量計及び自己電接計数器。

12)観 測機器設置場所 :図 1参照

(倒 デ ータ処理方法

日合計値。ただし、無降水及び0,5 mm未満は 「一」。

なお、各表の空欄は未測定。
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神奈川県立自然保護センター報告第16号

神奈川県野生鳥獣保護観察指導員活動報告 ・98

神保賢一踏ネ

Kanagawa Prefectual Wild Anima1 0bservation and

Consettation lnstructor Activtties(1998)

Kenichiro JINBO

はじめに

1997年、神奈川県自然保護課は県内で特定な動物種 (「絶滅の恐れのある野生動植物の種の保存に関する法

律」で指定されている絶滅危倶種、危急種及び神奈川県自然保護課長が必要と認めた種)の調査等を行つてい

る個人を対象に野生鳥獣保護観察指導員 (以下、指導員)の委嘱制度を発足させた。指導員は担当する地域の

指定種の生息環境の保全等の普及啓発および調査活動を行うものである。

1998年の指定種はクマタカ、オオタカ、ヤマセミの3種 である。筆者は厚木市内 (七沢、森の里、宮の里、

飯山、岡津古久)(以 下、活動地域と呼ぶ)で ヤマセ ミを担当した。本報では 1998年4月 から12月の間、筆

者の呼びかけで集まった親子 19組と行つたヤマセ ミの生息地環境保全活動について報告する。

本活動を行 うに当たつて厚木市立玉川公民館、神奈川県自然保護課、神奈川県立自然保護センターの方々か

らご協力いただいた。また、かながわ トラス トみどり財団本問正幸氏、県厚木土木事務所伊藤亨氏には現地植

栽等に関しご指導とご協力いただいた。これ らの方々に深く感謝致します。

ヤマセミの生息地保全活動の目的

ヤマセミは我が国の河川中流域、渓流、湖沼などに留鳥として生息しているが、近年その生息区域は減少傾

向にある (神保 1996)。筆者は1981年から厚木市内の本種の生態観察を実施 している。これまでの観察状況

についての報告は、神奈川県立自然保護センター調査研究報告 1(1984)、2(1985)、 3(1986)、4(1987)、

同センター報告 5(1988)、 6(1989)、 7(1990)等 にとりまとめて述べてきた。
一方、本種を取 り巻く生息環境は河川の護岸化と宅地造成が進み、自然環境が悪化 している。近年、釣 り人

の増加、河川へのゴミの不法投棄等が目立ち、このような状況はヤマセミの生息が脅かされるばかりでなく、

同地域における動植物の種の減少を意味している。筆者は機会あるごとに本種を含む生態系の重要性を訴えて

きた。 しかし、観察地内で直接訴えることを行なわなかつたことを反省すべき点と考え、一つの試みとして

「野生動物 (ヤマセミ)規 子ヘルパー」を神奈川新聞、朝日新聞2社 の協力を得て募集 した。

応募者の内訳は、横浜市 11組、厚木市 3組 、小田原市 1組、綾瀬市 1組 、藤沢市 2組 、川崎市 1組 、東京

都 1組の合計 20組 44名であり、小学生 13名、中学生 8名 、高校生 1名 、大入 22名であつた。

*横 浜市緑政局、フィール ドスタッフ
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活動状況

趣旨、目的を参加者が理解 し、長期的活動を推進するため1998年4月 5日 、横浜市開港記念会館において

説明会を行つた。 (写真 1)

なお、野生動物親子ヘルパーの集まりを参加者自身がより身近で親 しみやすい「かのこクラブ」と名付けた。

次に現地活動について述べる。

活動地域での 「かのこクラブ」の活動を毎月 1回行つた。また、参加者がヤマセミを含む自然環境を知 り、

理解を深めるため、月別のテーマを決め活動 した。(表1、写真 2～ 8)

なお、参カロ者の安全確保及び現地指導、活動記録等は副島義博、海野道男、服部千代子、二神光子、松本勉、

出日靖夫、出日敦子、吉永克巳、吉永洋子、飯田花枝、輿石玲子、神保賢
一路が行つた。

また、毎月 1度 の定例活動以外に現地で自主的に活動を行つた。この活動は参加者の興味を持つ分野を生か

し、意欲を高める方法として、指導者は観察のサポー ト役を心掛けた。活動の前半は、ヤマセ ミの姿を追い求

める行動が多かったが、後半は自主的に水生動物、陸上動物を頻繁に観察し、その種が、生息する自然環境に

強い関心をもつようになったことは興味深い。

今後の展望

河川の護岸化や宅地造成によリヤマセミが造巣行動を行 う自然崖の減少、河畔林の伐採による食物確保のた

めの止まり場及び休息地の消失などは、いずれも厚木市内の観察地内での状況である。これらはヤマセ ミの生

息環境が、失われるばかりでなく、河川及びその周辺を生活の場とする他の生物の生存環境の悪化をも意味す

る。

また本種は抱卵、育雛時期に人の接近で、巣穴そのものを放乗する場合がある。しかし撮影を目的にした巣

穴への接近、姿を隠す樹木の剪定は観察地内において度々行われている。「かのこクラブ」の発足の目的はこ

うしたヤマセミを取 り巻く環境を知ることと、その環境下に生息する野生生物の生息環境を守 り、将来へ引き

継 ぐための人材育成の手掛かりを見出したい思いがあつた。また、「かのこクラブ」の構成を親子に限定した

理由は単にヤマセミだけに興味を示す参加者を防ぐためであった。事実、親子限定を示 したにもかかわらずヤ

マセミの撮影を目的とした参加希望者が少なくなかった。
一方、今後この 「かのこクラブ」の活動が一つのモデルとなり、学校以外での自然体験学習や地域住民との

交流の場へと発展するかもしれない。この活動は始まつたばかりであり参加者が気負わず、楽しみながら個性

を活かせるような活動を推進できればと考えている。



表 1 定 期観察会月別内容

活 動 内 容

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

ヤマセミとカワセミの生活環境の観察

植物、昆虫、鳥、哺乳動物観察

水性動物観察

水質と水性動物観察

河畔林、林床の草刈り

水性動物観察パー ト2

河川の清掃

河畔林形成のための植樹

活動のまとめ

(注)6月 雨天中止

10月 24日同 25日の 2日 間、丹沢札掛においての合宿

写真 1 説  明  会

写真 2 4月 の定期観察会



写真 3 5月 の定期観察会

写真 4 7月 の定期観察会

写真 5 7月 の定期観察会



写真 6 9月 の定期観察会

写真 7 10月 の定期観察会

写真 8 11月 の定期観察会





本論文は、感染症学会に発表されたものの転栽である。

神奈川県立自然保護センター報告第16号

都市近郊地域に生息するタヌキおよびシカの抗体保有状況

根上泰子 1)・酒井健夫 1)・野上貞雄 1)・
海保郁男

2)

力B藤千晴 3).山
本着郎 4).紺野康文

4)

1)日本大学生物資源科学部 2)千葉県衛生研究所 3)神奈川県自然保護センター 4)横浜市立金沢動物園

要  旨

1995年 3月 ～ 12月に、神奈川県の都市近郊地域で保護 されたタヌキ(妙確 ″″ゅ 約ヮθ″ο'冴θs力 ヶガ″″s)30

頭お よび岩手県で保護 されたニホンシカ (Cでメリ婿 均呼θ″ Cで″″α′な)5頭 の血清を用いて、イヌジステンパー

(canine distemper;CD)ウ イルス、イヌパルボ (canine parvo,CP)ウ イルス、豚繁殖 ・呼吸障害症候群

(porcinereproductivcand respratory Syndrome,PRRS)ウイルス、オーエスキー病 (Auieszky's discase;AD)ウイ

ル ス 、Coxた 〃α あ切″″cr″(cb″ r″夕′,す)、R,枕 如 筋 i韓 θガCα(R.ブ響ヵがCα)iR.な ″な7ga″ が力たお よ モバ盈所9ダ 岱″α gθ ヵ",

(r gθ″かす)に対する抗体保有状況を調べた。タヌキでは、rg。湾ヵ′に対する抗体が 1頭 (3.3%)で 、CDウ イル

スに対する抗体が 9頭 (30%)で 認められた。 しかしその他の病原体に対する抗体は、タヌキでは認められな

かった。シカでは、検査したすべての病原体に対する抗体は検出されなかつた。

序  文

近年、都市近郊では野生動物の本来の生息地域である自然林や中山間地は宅地化によって減少 し、それに

よつて野生動物の生息地域はヒト、家畜およびイヌ等の生活地域と重なるようになつてきた。したがつて本来

の野生動物では感染する機会の少ない疾病が増加 している。すなわちタヌキ等の野生動物に、イヌジステン

パー(canine distemper;CD)および 拘洵ガ岱″α gθ″力'(r gθ″″,)感染症が発生している1,力。 このように野生

動物にこれまで認められていない種々の感染症が発生し、自然界に新たな感染環が成立することも考えられる。

そこで当調査では、保護されたタヌキおよびシカの血清を用いて、CDウ イルス、イヌパルボ(canine parvo l

CP)ウ イルス、豚繁殖・呼吸障害症候辞(porcine reproductive and respiratory syndrome;PRRS)ウイルス、オー

エスキー病 (Atteszkyts disease;AD)ウイルス、Q所 夕〃αう冴初2,ガ(Cう″″″″′′)、用枕夕rな'αブ?θガCα(Rプ?θガcα)、

沢な″な7gα初″s力,および筋 解′岱材α gοヵ冴す(『即″加)に対する抗体保有状況を調べた。これらの感染症のうち、

Q熱 、日本紅斑熱、ツツガムシ病および トキソプラズマ病は人畜共通感染症であり、野生動物でその感染が報

告されている3,つ。また、CDお よびCPV感 染症は、犬で発生する代表的なウイルス性感染症であり、ライオ

ン、オオカミおよびアザラシ等の野生動物に感染するL5-0。_方
、ADお よびPRRSは 豚に好発する感染症で

あり、特にADは 、豚、牛、緬羊、山羊等の家畜、イヌ、ネコ等のペットおよびタヌキ、キツネ、ミンク等の

野生動物に感染する9,ゆ。

材料と方法

被検血清 :被検血清は、1995年 3月 ～ 12月に神奈川県の都市近郊で保護されたタヌキ30頭および岩手県で

保護 されたシカ 5頭 より採取 した。なお、タヌキは雄20頭、雌 8頭 、不明 2頭 であり、いずれも成獣であり、

シカはいずれも雄の成獣であつた。

抗体価の測定:「gθ″所′に対する血中抗体価は、市販のラテックス凝集反応測定キット(トキノチェックーMT

栄研)を用いて、マイクロタイター法で測定した。抗体価が64倍以上を示 した場合を陽性、32倍以上を示 した
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場合を疑陽性、16倍以下を示 した場合を陰性とした。CDウ イルスに対する抗体価は、Appelら H)の報告に基

づいて、マイクロタイター法による中和試験で測定した。非働化 した血清は、2倍 に段階希釈 して用いた。ま

た抗体価が10倍以上を示した場合を陽性とした。CPウ イノジスに対する抗体価は、Appdら 121の報告に基づい

て、マイクロタイター法によるHI試 験によって測定した。被検血清中の非特異的赤血球凝集抑制物質はアセ

トンを用いて除去 した後、2倍 に段階希釈 して用いた。抗体価が10倍以上を示 した場合を陽性とした。ADウ

イルスに対する抗体価は、マイクロタイター法による中和試験によって測定した。非働化 した血清は、2倍 に

段階希釈 して用いた。抗体価が 2倍 以上を示した場合を陽性とした。PRRSウ イルスに対する抗体は、間接蛍

光抗体法 (IFA)に よつて検出した10。沢.な″な″gα秘郷力に対する抗体り、沢.ブ?οガCαに対する抗体的 および

CD″ r″riiに対する抗体は、いずれもIFAに よつて検出した。。

成  績

タヌキでは、30検 体中r gο″″,に対する抗体が陽性を示 したのは 1検 体(3.3%)、 疑陽性は 1検 体(3.3%)

であつた。CDウ イルスに対する抗体が陽性を示 したのは、9検 体(30%)で あつた。CDウ イルス抗体が陽性

を示 した9検 体のうち、1検 体は港南区、鎌倉市および金沢区で、2検 体は栄区で、4検 体は横須賀市で保護

されたタヌキであつた。CPウ イルス、PRRSウ イルス、ADウ イルス、C.b″r″夕r,ど、R.た βθガcαおよび沢.

な″な昭物 郷力に対する抗体は検出されなかった。

シカ 5検 体では、rg。″″どに対する抗体陽性例は認められなかつたが、疑陽性が 1検 体(20%)に 認められた。

その他、すべての抗体は検出されなかった。

考  察

当調査は、ヒト、家畜および愛玩動物の感染症が野生動物にどの程度浸潤 しているかを把握する目的で、血

清中抗体の保有状況を調べた。すなわち、人畜共通感染症、あるいは本来家畜やイヌ、ネコおよび愛玩鳥の感

染症が、都市近郊に生息している野生動物に感染 しているか否かを調べることは、公衆衛生上あるいは野生動

物の保護を推進する上で有用な情報が提供されるものと判断された。しかも我が国の、都市近郊に生息する野

生動物における各種感染症に対する抗体保有状況を調査 した報告は少ない10。

「gθ″冴Fに対する抗体は、アライグマ、シカ、ネズミおよび野鳥等の野生動物において検出されている2,W191。

当調査では、タヌキにr gθ″″,に対する抗体が確認された。T gθ″"すに対する抗体は、一般に原虫が寄生 して

いる場合に検出されるので、抗体が検出されたタヌキには『go″冴′が寄生 している可能性が高い。また、タヌ

キは雑食性であり、残飯、屍肉あるいはネズミ類を好んで採食する。したがつて都市近郊に生息するタヌキは、

すでに トキノプラズマ病の感染環の一部をになっていることも考えられた。

ジステンパーは、犬だけではなく、近年では海棲哺乳類やライオン等のネヨ科動物にも感染する5,の。また、

CD感 染によるタヌキの大量死が報告されている1)。当調査では、CDウ イルスに対する抗体がタヌキ30検 体

中9検 体(30%)で 検出され、これらのタヌキは、いずれも神奈川県南東部の市街地で保護されたものであった。

近年、飼い犬において、CDウ イルス感染が増加 しているので20、都市環境に生息するタヌキとイヌの間でCD

ウイルスは広く伝播 していることが考えられた。すなわち我が国でも近年、タヌキにCDウ イルス様感染症が

流行 し1)、東京の西多摩地区に生′思する多くの野生タヌキと鹿児島のタヌキがCDV感 染によつて死亡したこ

とが報告されている21,2の。それらの死亡したタヌキは、病理組織学的および免疫組織学的所見からCDV感 染

症と診断された。しかも今日、飼いイヌにおいて致死率の高いCDV感 染症が流行 しており、分離されたウイ

ルスの抗原性状がこれまでと異なることを見いだしている2い。

したがつて我が国において新 しいCDV野 外株が流行 している可能性が高い。
一方、環境開発の進展によつ

て生息地域がせばまったタヌキは、人間社会との接″点が多くなり、タヌキが人家近くに出没 してゴミや人の与

えた餌あるいはイヌの餌を食べるようになってきた。したがつてタヌキは飼いイヌと生活環境を共有する結果、
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相互に接触する機会が生 じてcDVが 感染 したものと判断された。なおCDVは 急性症状を里した罹患イヌの鼻

汁、唾液、眼分泌液、血液および尿等より排泄されるので、これらの分泌物や排泄物との接触または飛沫の吸

入によって感染される。

CPウ イルス、PRRSウ イルス、ADウ イルス、Cb″ r″r,,、R,ブ?θガCaお よびR.rs″な牲α閉″s力'に対する抗体

は、今回検出はされなかつた。Q熱 、日本紅斑熱およびツツガムシ病は人畜共通感染症であるが、Q熱 の宿主

域は広く、クマ、シカ、サル等から抗体の検出が報告されている。。Hiraiら は、ニホンシカ72検体中40検

体(55,6%)で 、クマ36検体中28検体 (77.8%)で 、エゾシカ61検 体中42検 体 (68.9%)で Q熱 に対する抗

体を検出している。。しかし、ニホンカモシカ、イノシシ、ハクビシンおよびタヌキでは、Q熱 に対する抗体

は検出されていないう。このように野生動物におけるQ熱 に対する抗体検出については、不明な点が多い。今

後は広範な抗体調査を行い、自然界におけるC.あ″″″r,アの浸潤状況を把握する必要がある。また、野生動物に

おけるCPウ イルス感染症について、国内の報告はなく、今回の調査においても抗体は検出されなかつた。し

かし、アメリカ等では、オオカミ、ヨヨーテといった野生の大科動物に、CPウ イルスに対する抗体が検出さ

れている7,働。今後は我が国の野生動物にCPウ イルスが侵入することも考えられるので、調査は継続する必

要がある。PRRSお よびADは 、現在わが国の豚で流行 している感染症である。しかしPRRSは 、国内外とも

に野生動物での感染の報告例はない。また、ADウ イルスの感染は、タヌキ、キツネ、ミンク等の野生動物で

報告されているが、当調査において抗体は検出されなかつた。 ・

以上、今回の調査でタヌキおよびシカから抗体が検出された宿主域の広いr gο″″,感染症とCDに ついては、

今後も血清疫学調査を継続 し、野生動物における感染の浸潤状況と、ヒト、家畜および愛玩動物との感染の関

わりを調べて、公衆衛生の推進と野生動物の保護を行 う上で必要な情報を提供 したい。
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タヌキおよびシカにおける抗体保有状況

タヌキ       シ カ

検体数                 30

抗体陽性数 (陽性率 ;0/o)

Canine distemper virus             9(30.0)

Canine parvovlrus                          0

Porcine reproductive and

rcspiratory Syndrome virus                  0

AtteszkプS diSease vttus          0

Cθメテタ〃α あ″″ヵcri,                         0

沢′cた2rrs,α rs″rs“gα″″s力f                0

R′cたでrな'α」i?θ″,cα                   0

駒圧切′岱材β gθ打か,               1(3.3)

0

0

0

0

0

0
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